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戦
国
期
武
家
の
日
常
使
い
の
貿
易
陶
磁
の
実
像

﹇
論
文
要
旨
﹈

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❸
各
地
の
十
五
世
紀
中
葉
〜
十
六
世
紀
中
葉
の
貿
易
陶
磁
様
相

❶
十
五
世
紀
前
半
の
貿
易
陶
磁
器
様
相　
　
　
　
　
　
　
　
　

❹
十
五
世
紀
中
葉
〜
十
六
世
紀
中
葉
の
貿
易
陶
磁
器
の
実
像

❷
諏
訪
間
興
行
寺
遺
跡
炭
化
物
層
出
土
遺
物
再
論　
　
　
　
　

お
わ
り
に

水
澤
幸
一

本
稿
で
は
、
戦
国
期
城
館
の
実
年
代
を
探
る
た
め
の
考
古
学
的
手
段
と
し
て
、
貿
易
陶
磁
器
の
中

で
も
最
も
サ
イ
ク
ル
の
早
い
食
膳
具
を
中
心
に
十
五
世
紀
中
葉
〜
十
六
世
紀
中
葉
の
出
土
様
相
を
検

討
し
、
遺
跡
ご
と
の
組
成
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
ず
、
十
五
世
紀
前
半
に
終
焉
を
む
か
え
る
三
遺
跡
を
と
り
あ
げ
、
非
常
に
器
種
が
限
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
、
次
い
で
十
五
世
紀
第
3
四
半
期
の
基
準
資
料
で
あ
る
福
井
県
諏
訪
間
興
行
寺
遺

跡
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
し
て
兵
庫
県
宮
内
堀
脇
遺
跡
や
京
都
臨
川
寺
跡
、
山
科
本
願
寺
跡
、
千
葉

県
真
里
谷
城
跡
、
新
潟
県
至
徳
寺
遺
跡
等
十
二
例
と
前
稿
で
取
り
上
げ
た
愛
媛
県
見
近
島
城
跡
、
福

井
県
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
な
ど
を
加
え
、
当
該
期
の
貿
易
陶
磁
比
の
変
遷
を
示
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
五
世
紀
代
は
青
磁
が
圧
倒
的
比
率
を
占
め
て
お
り
、
十
五
世
紀
中
葉
の
青
花
磁
の

出
現
期
か
ら
十
六
世
紀
第
1
四
半
期
ま
で
の
定
着
期
は
、
一
部
の
高
級
品
が
政
治
的
最
上
位
階
層
に

保
有
さ
れ
た
も
の
の
貿
易
陶
磁
器
の
主
流
と
な
る
ほ
ど
の
流
入
量
に
は
達
せ
ず
、
日
本
社
会
に
そ
の

存
在
を
認
知
さ
せ
る
段
階
に
留
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
青
花
磁
が
量
的
に
広
く
日
本
社
会
に
浸
透
す
る
に
は
十
六
世
紀
中
葉
を
ま
た
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
が
、
そ
の
時
期
は
白
磁
皿
が
よ
り
多
く
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
青
花
磁
が
貿
易
陶
磁
の
中

で
主
体
を
占
め
る
時
期
は
一
五
七
〇
年
代
以
降
の
天
正
年
間
以
降
に
ず
れ
込
む
こ
と
を
明
ら
か
に
で

き
た
。

器
種
と
し
て
は
、
十
六
世
紀
以
降
白
磁
、
青
花
磁
皿
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
碗
は
青
磁
か
ら
青
花
磁

へ
と
移
る
が
、
主
体
的
に
は
漆
器
椀
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
食
膳
具
以
外
の
高
級
品
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
結
果
、
多
く
の
製
品
は
伝
世
と
い
う
ほ
ど

の
保
有
期
間
が
な
く
、
中
国
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
入
っ
て
き
て
い
た
こ
と
を
想
定

し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
武
家
、
貿
易
陶
磁
器
、
奢
侈
品
、
山
科
本
願
寺
、
青
磁
、
青
花
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は
じ
め
に
―
杉
山
城
問
題
に
つ
い
て

武
蔵
比
企
の
城
、
杉
山
城
は
そ
の
技
巧
的
な
縄
張
り
か
ら
後
北
条
の
築
城
技
術

の
粋
を
集
め
た
山
城
だ
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
発
掘
調
査
の
結
果
、
出
土
遺
物
か
ら
み
る
限
り
瀬
戸
美
濃
大
窯
１
段
階
初

頭
を
下
限
と
す
る
城
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た〔
嵐
山
町
教
委
二
〇
〇
五・二
〇
〇
八
〕。

　

す
な
わ
ち
、
地
表
面
の
観
察
と
出
土
遺
物
の
年
代
観
が
約
半
世
紀
ず
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
大
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
二
〇
〇
五
年
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
埼
玉
の

戦
国
時
代
「
検
証　

比
企
の
城
」〔
史
跡
を
活
用
し
た
体
験
と
学
習
の
拠
点
形
成
事
業
実
行

委
員
会
編
二
〇
〇
五
、
埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館
編
二
〇
〇
五
、
歴
史
資
料
館
展
示
・
史
跡
整
備
担

当
編
二
〇
〇
五
〕、
二
〇
〇
八
年
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
国
の
城
と
年
代
観
―
縄
張
研

究
と
考
古
学
の
方
法
論
」〔
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
編
二
〇
〇
八
、
峰
岸
・
萩
原
編

二
〇
〇
九
〕、
二
〇
一
〇
年
に
中
世
を
歩
く
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
城
館
の
年
代
観
」〔
中

世
を
歩
く
会
二
〇
一〇
〕
と
立
て
続
け
に
大
規
模
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
来
、
現
表
の
城
郭
遺
構
を
し
て
編
年
を
組
め
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
が
、
一
世
を

風
靡
し
た
千
田
嘉
博
氏
に
よ
る
織
豊
系
城
郭
の
虎
口
編
年
に
先
立
つ
先
進
的
な
虎
口

の
存
在
及
び
ま
さ
に
杉
山
城
を
図
示
し
て
説
か
れ
た
求
心
型
城
郭
プ
ラ
ン
の
年
代
観

〔
千
田
二
〇
〇
〇
〕
が
崩
壊
し
た
現
在
、
規
模
の
大
小
以
外
に
指
標
を
見
出
し
難
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
）
1
（

。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
城
館
の
年
代
を
定
め
る
た
め
の
考
古
学
的
前
提
と
し
て
戦

国
期
武
家
の
十
五
世
紀
中
葉
〜
十
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
日
常
使
い
の
貿
易
陶
磁
器

の
様
相
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
た
だ
し
、

同
じ
支
配
階
層
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
寺
家
の
遺
跡
も
必
要
に
応
じ
て
検
討
を
加

え
る
。

　

な
お
、
以
前
本
時
期
の
貿
易
陶
磁
器
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が

〔
水
澤
二
〇
〇
九ａ
、
以
下
前
稿
と
す
る
〕、
数
例
を
検
討
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
各

地
の
出
土
例
か
ら
そ
の
可
否
を
改
め
て
問
う
こ
と
と
し
た
い
）
2
（

。

❶
十
五
世
紀
前
半
の
貿
易
陶
磁
器
様
相

貿
易
陶
磁
器
は
、
日
本
で
の
鎌
倉
末
期
〜
南
北
朝
期
の
動
乱
、
中
国
で
の
元

末
明
初
の
動
乱
及
び
明
朝
の
海
禁
政
策
が
あ
い
ま
っ
て
、
鎌
倉
北
条
家
滅
亡
の

一
三
三
三
年
前
後
か
ら
一
四
二
九
年
の
中
山
王
朝
に
よ
る
琉
球
統
一
に
か
け
て
の
期

間
、
輸
入
量
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
題
に

入
る
前
の
十
五
世
紀
前
半
の
様
相
を
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
。

　
（
一
）　

鎌
倉
建
長
寺

史
跡
建
長
寺
境
内
の
発
掘
調
査
で
は
、
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
の
火
災

に
伴
う
遺
物
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
火
災
処
理
に
伴
っ
て
池
に
投
げ
入
れ
ら
れ

た
遺
物
を
み
る
と
、
数
百
点
に
及
ぶ
高
級
な
皆
朱
漆
器
の
多
量
の
セ
ッ
ト
や
天
目
茶

碗
形
及
び
天
目
台
の
黒
色
系
漆
器
、
複
数
の
瓦
器
風
炉
、
多
量
の
土
器
等
が
認
め
ら

れ
る
の
に
対
し
、
貿
易
陶
磁
器
は
天
目
茶
碗
や
青
磁
大
香
炉
・
花
瓶
、
褐
釉
壺
、
緑

釉
器
台
等
の
建
長
寺
に
ふ
さ
わ
し
い
、
し
か
し
一
点
豪
華
主
義
的
な
器
物
が
認
め
ら

れ
る
の
み
で
、
通
常
の
青
磁
碗
等
は
数
点
が
破
片
で
出
土
し
た
に
す
ぎ
な
い
〔
博
通

ほ
か
編
二
〇
〇
三
〕。

　
（
二
）　

会
津
新
宮
城
跡　

次
い
で
、
会
津
喜
多
方
市
の
新
宮
城
跡
を
み
て
い
く
。
新
宮
氏
は
、
蘆
名
氏
に

よ
っ
て
最
終
的
に
永
享
五
年
（
一
四
三
七
）
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
が
、
応
永
十
年

（
一
四
〇
三
）
〜
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
に
か
け
て
落
城
記
事
が
認
め
ら
れ

る
た
め
、
城
の
機
能
は
概
ね
十
五
世
紀
第
1
四
半
期
で
終
焉
を
迎
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
〔
西
ヶ
谷
二
〇
〇
四
、
山
中
二
〇
〇
七・二
〇
一
〇
、
喜
多
方
市
教
委
二
〇
〇
八
〕。
館
と

し
て
の
上
限
は
、
新
宮
氏
が
康
応
二
年
（
一
三
九
〇
）
に
館
に
近
接
す
る
新
宮
熊
野
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社
へ
鰐
口
を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
十
四
世
紀
後
半
に
は
、
現
在
の
場
所
に

館
を
構
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

館
の
存
続
時
期
の
主
郭
か
ら
は
、
高
麗
青
磁
や
瓦
質
風
炉
、
多
量
の
土
器
等
が
出

土
し
て
お
り
、
文
献
か
ら
知
ら
れ
る
と
お
り
国
人
領
主
新
宮
氏
の
館
跡
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
十
四
世
紀
後
半
以
降
の
貿
易
陶
磁
器
は
、
調
査
面
積
約
二
八
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
）
3
（

に
対
し
、
白
磁
三
点
、
青
磁
碗
二
十
点
ほ
ど
で
あ
る
。
調
査
面
積
が
少
な

い
た
め
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
の
量
は
十
三
湊
遺
跡
の
平
均
よ
り
や
や
低
い
が
、
近

似
す
る
数
値
で
あ
る
〔
水
澤
二
〇
〇
九
b
、
第
一
部
第
一
章
第
二
節
〕。
も
ち
ろ
ん
同
時
期

の
越
後
堀
越
館
や
津
軽
十
三
湊
遺
跡
の
屋
敷
部
分
〔
市
浦
村
教
委
二
〇
〇
〇
〕
よ
り
は
、

か
な
り
低
い
が
、
国
産
陶
器
の
主
体
が
珠
洲
陶
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
日
本
海

側
か
ら
の
搬
入
に
よ
り
一
定
の
貿
易
陶
磁
器
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
種
類
は
白
磁
が
ビ
ロ
ー
ス
ク
端
反
碗
・
八
角
坏
・
内
湾
皿
、
青
磁
が
端

反
碗
・
箆
描
蓮
弁
紋
碗
・
盤
・
香
炉
・
器
台
で
あ
り
、
青
磁
碗
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
に
少
な
い
）
4
（

。
こ
の
こ
と
は
、
十
五
世
紀
中
葉
以
降
の
青
磁
碗
の
多
様
性
と
比

較
し
て
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　
（
三
）　

越
後
堀
越
館
跡

　

最
後
に
、右
に
も
ふ
れ
た
越
後
堀
越
館
を
取
り
上
げ
る
〔
新
潟
県
教
委
二
〇
〇
一
〕。
こ

こ
で
は
、
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
の
堀
越
要
害
落
城
後
の
火
事
場
整
理
土
坑
で

あ
る
S
X
三
四
出
土
遺
物
を
み
て
い
こ
う
。報
告
書
七
十
三
頁
の
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、

貿
易
陶
磁
食
膳
具
は
、
白
磁
碗
三
点
・
皿
二
十
九
点
、
青
磁
碗
十
七
点
・
皿
九
点
・

盤
五
点
・
香
炉
二
点
、
天
目
茶
碗
十
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
実
見
の
結
果
、
白
磁

碗
は
鎌
倉
後
期
主
体
の
口
禿
碗
二
点
と
ビ
ロ
ー
ス
ク
端
反
碗
一
点
、
白
磁
皿
は
高
台

無
抉
り
の
内
湾
皿
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
腰
折
皿
が
一
点
、
内
湾
小
坏
が
一
点
で
あ

る
。
青
磁
碗
は
、
鎌
倉
前
期
の
幅
広
蓮
弁
紋
碗
一
点
、
鎌
倉
後
期
主
体
の
細
鎬
蓮
弁

紋
碗
二
点
・
Ⅲ
類
三
点
、
端
反
碗
十
点
、
端
反
＋
蓮
弁
紋
碗
一
点
）
5
（

、
青
磁
皿
は
す
べ

て
端
反
皿
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
白
磁
口
禿
碗
二
点
と
青
磁
幅
広
蓮
弁
紋
碗
一
点
・
細
鎬
蓮
弁
紋

碗
二
点
・
Ⅲ
類
三
点
の
八
点
は
、
廃
棄
時
か
ら
み
て
一
世
紀
以
上
前
の
将
来
品
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
い
わ
ば
古
物
が
碗
の
四
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
一
点
二
点
で
あ
れ
ば
紛
れ
込
み
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、

こ
の
場
合
は
十
五
世
紀
第
1
四
半
期
に
も
鎌
倉
期
の
遺
物
、
そ
れ
も
食
膳
具
が
武
家

の
器
物
と
し
て
舶
載
天
目
茶
碗
な
ど
と
と
も
に
保
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え

な
い
）
6
（

。
元
代
の
質
の
よ
い
青
磁
が
明
初
の
品
の
わ
る
い
青
磁
よ
り
重
宝
が
ら
れ
た
の

は
当
然
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
完
全
に
切
り
替
わ
る
に
は
十
五
世
紀
中
葉
の
厚
釉
青

磁
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。

　
（
四
）　

小
結

以
上
、
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
貿
易
陶
磁
食
膳
具
に
つ

い
て
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
碗
に
つ
い
て
は
青
磁
薄
釉
端
反
碗
が
主
体
で
、
少
量

の
白
磁
ビ
ロ
ー
ス
ク
端
反
碗
が
伴
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
は
、
貿

易
陶
磁
器
の
数
量
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
鎌
倉
期
の
貿
易
陶
磁
食
膳
具
ま
で
が

十
五
世
紀
初
頭
の
武
家
居
館
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
様
子
が
観
取
さ
れ
た
。

❷
諏
訪
間
興
行
寺
遺
跡
炭
化
物
層
出
土
遺
物
再
論

福
井
県
の
諏
訪
間
興
行
寺
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
第
二
面
の
炭
層
出
土
遺
物
が
注

目
さ
れ
、
十
五
世
紀
前
半
の
基
準
資
料
と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
そ
の
資

料
群
に
つ
い
て
、
共
伴
し
た
と
さ
れ
た
瀬
戸
・
美
濃
等
に
基
づ
き
、
十
五
世
紀
第

3
四
半
期
で
首
里
城
京
の
内
S
K
〇
一
出
土
遺
物
の
一
四
五
九
年
以
後
に
焼
失
し
た

遺
物
群
と
位
置
付
け
た
〔
水
澤
二
〇
〇
四
〕。

　

し
か
る
に
、
調
査
後
二
十
年
近
く
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
待
望
久
し
い
報
告
書
〔
福

井
県
埋
文
二
〇
〇
八
〕
の
第
三
期
（
こ
れ
ま
で
の
二
面
）
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
I
〜

H
―
6
〜
7
区
付
近
の
炭
化
物
層
の
遺
物
は
、
整
地
土
内
炭
化
物
層
や
S
B
三
一
三
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付
近
の
そ
れ
に
比
べ
若
干
時
期
差
（
や
や
新
し
い
傾
向
）
が
あ
る
よ
う
に
見
え
、
区

画
も
S
B
三
一
三
な
ど
の
向
き
と
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
火
災
が
二
度
発
生
し

た
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
出
て
き
た
」〔
冨
山
二
〇
〇
八
、一一
四
頁
〕
と
い
う
記
述
が

な
さ
れ
）
7
（

、
こ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
の
一
括
資
料
と
い
う
位
置
付
け
さ
え
危
う
く
な
る
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
そ
の
記
述
内
容
を
確
認
す
る
べ
く
遺
物
観
察
表
を
探
し
た
が
、

報
告
書
中
に
陶
磁
器
の
観
察
表
が
付
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
証
不
能
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
よ
う
や
く
機
会
を
得
て
、
二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
一
日
に
福
井
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
城
東
収
蔵
庫
で
遺
物
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
以

下
に
概
要
を
報
告
す
る
。

　

十
五
世
紀
代
の
貿
易
陶
磁
器
と
し
て
は
、青
磁
九
八
二
点
（
破
片
数
、以
下
同
じ
）、

白
磁
四
九
四
点
、
青
花
磁
三
十
五
点
、
舶
載
天
目
・
茶
入
四
十
三
点
、
褐
釉
四
耳
壺

一
〇
四
点
（
一
個
体
）
の
一
六
五
八
点
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
（
第
1
表
）。
以
下
に
種

別
ご
と
に
み
て
い
く
。

　
（
一
）　

青
磁

碗
の
中
で
最
も
雷
紋
帯
碗
が
多
い
。
次
い
で
、
無
紋
端
反
碗
・
幅
広
箆
書
蓮
弁

紋
碗
が
ほ
ぼ
同
数
で
、
無
紋
直
縁
碗
が
続
く
。
こ
れ
ら
に
後
続
す
る
筋
描
・
線
描
蓮

弁
紋
碗
は
、
両
者
を
合
わ
せ
て
も
わ
ず
か
に
五
十
片
を
超
え
る
程
度
し
か
な
い
。
こ

の
内
、
最
も
多
い
雷
紋
帯
碗
の
第
Ⅲ
期
炭
化
物
層
出
土
品
（
八
十
一
頁
）
と
し
て
図

示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
、
人
形
手
の
1
と
4
の
二
個
体
は
、
炭
層
の
注
記
が
認

め
ら
れ
な
い
（
後
述
）。
な
お
、
稜
花
皿
は
、
ま
っ
た
く
出
土
し
て
い
な
い
。

　
（
二
）　

白
磁

　

内
湾
皿
は
、
最
も
新
し
い
全
面
施
釉
ま
で
が
炭
層
か
ら
出
て
い
る
。
大
振
り
の
端

反
皿
二
点
、
無
抉
高
台
の
内
湾
皿
口
径
十
二
〜
九
・
八
セ
ン
チ
、
抉
高
台
皿
が
九
・
四

〜
九
・
七
セ
ン
チ
、
全
面
施
釉
が
九
・
二
〜
九
・
四
セ
ン
チ
と
口
径
が
縮
小
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
み
な
い
端
反
小
坏
と
相
同
形
の
碗
が
火
災
層
か
ら
五
個
体
以
上
出

土
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
大
振
り
の
皿
が
四
個
体
以
上
出
土
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
一
点
は
口

径
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
に
も
な
る
（
火
災
後
の
搬
入
）。
端
反
皿
E
群
の
出
土
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

青磁碗

無紋端反（D2） 117 白磁碗 51

直縁無紋（E） 80 白磁皿 内湾小皿 243

雷紋帯（C2） 169 端反非 E群 2個体 21

幅広蓮弁紋（B2） 115 大皿 27

筋描蓮弁紋（B3） 22 白磁小坏 端反 24

線描蓮弁紋（B4） 31 八角坏 128

不明 82 白磁合計 494

青磁皿

端反 57 青花碗  35

内湾 38 　 　

不明 5 舶載天目 28

青磁盤 180 舶載茶入 　 15

青磁香炉 59 褐釉四耳壺 1個体 104

青磁その他 27 　 　

青磁合計 982 貿易陶磁器総計 1658

第１表　諏訪間興行寺遺跡貿易陶磁（15 世紀）一覧（破片数）
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（
三
）　

青
花
磁

　

Ⅲ
期
炭
層
に
含
ま
れ
る
も
の
が
わ
ず
か
に
二
個
体
、
最
終
面
分
を
合
わ
せ
て
も
十

個
体
を
越
え
る
こ
と
は
な
く
、
皿
は
あ
っ
て
も
一
点
で
あ
る
。
炭
層
出
土
の
二
個
体

は
、
と
も
に
H
6
グ
リ
ッ
ド
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

　
（
四
）　

瀬
戸
・
美
濃

　

後
Ⅳ
期
古
段
階
〜
大
窯
2
段
階
ま
で
の
天
目
茶
碗
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
の
器
種
の
ほ
と
ん
ど
が
後
Ⅳ
期
の
所
産
で
あ
り
、特
に
新
段
階
の
も
の
が
多
い（
天

目
茶
碗
も
同
様
で
あ
る
が
、
報
告
書
に
は
一
点
の
み
注
記
の
な
い
個
体
が
図
示
さ
れ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
）。
な
お
器
種
的
に
も
偏
り
が
あ
り
、
梅
瓶
・
口
広
有
耳
壺
・

小
型
水
注
が
各
一
個
体
、卸
目
付
大
皿
・
卸
皿
各
五
個
体
、天
目
十
個
体
ほ
ど
と
な
る
。

　
（
五
）　

そ
の
他

　

漆
塗
り
天
目
の
底
部
が
出
土
し
て
い
る
。
外
面
に
釉
垂
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
胎

土
か
ら
瓦
質
製
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
（
六
）　

層
位
的
関
係

　

す
べ
て
の
遺
物
の
注
記
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
時
間
は
な
か
っ
た
が
、
第
Ⅲ
期
炭
化
物

層
出
土
遺
物
に
つ
い
て
記
す
。

　

第
1
図
上
四
段
の
遺
物
は
、「
炭
下
」
の
注
記
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
炭
層
内
の
下
層
に
あ
た
る
の
か
、
炭
層
よ
り
も
下
の
層
で
あ
る
の
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
次
の
炭
層
よ
り
は
若
干
古
相
を
呈
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
青
磁
端
反
無

紋
碗
・
端
反
劃
花
碗
・
箆
描
蓮
弁
紋
碗
・
雷
紋
帯
碗
・
箆
描
蓮
弁
紋
皿
等
、
白
磁
端

反
皿
（
非
E
群
）・
内
湾
皿
・
八
角
坏
、
舶
載
天
目
・
茶
入
、
古
Ⅳ
期
新
を
下
限
と

す
る
瀬
戸
・
美
濃
等
か
ら
な
る
。

　

第
1
図
中
四
段
の
遺
物
は
、「
炭
」「
焼
土
」
の
注
記
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

青
磁
箆
描
蓮
弁
紋
碗
・
雷
紋
帯
碗
・
端
反
劃
花
碗
・
盤
等
、
白
磁
端
反
碗
・
直
縁
碗
・

内
湾
皿
（
全
面
施
釉
を
含
む
）・
端
反
坏
、
青
花
磁
直
縁
碗
・
端
反
碗
、
古
Ⅳ
期
新

を
下
限
と
す
る
瀬
戸
・
美
濃
等
か
ら
な
る
。

　

第
1
図
下
二
段
の
青
磁
碗
は
、「
炭
」「
焼
土
」
の
注
記
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。青
磁
雷
紋
帯
碗（
人
形
手
含
む
）・
筋
描
蓮
弁
紋
碗
・
直
縁
無
紋
碗
等
か
ら
な
る
。

　

火
災
以
前
と
以
後
で
は
、
明
ら
か
に
青
磁
碗
に
時
期
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
問
題

は
「
炭
下
」
と
「
炭
」・「
焼
土
」
遺
物
群
と
の
時
期
差
で
あ
る
。「
炭
下
」
に
青
磁

端
反
碗
が
目
立
ち
、
白
磁
皿
に
古
相
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
「
炭
」・

「
焼
土
」
層
出
土
の
遺
物
よ
り
も
古
手
の
遺
物
群
で
あ
る
こ
と
が
い
え
よ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
瀬
戸
・
美
濃
の
盤
は
と
も
に
後
Ⅳ
期
新
段
階
の
製
品
で
あ
り
、
微
妙
に

時
期
差
を
有
す
る
と
は
い
え
、
廃
棄
時
期
の
差
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、「
炭
下
」
と
「
炭
」・「
焼
土
」
遺
物
群
は
、
火
災
後
に
お
い
て
も
白
磁
端

反
皿
E
群
及
び
青
磁
稜
花
皿
が
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
年
代
で
い
え
ば

一
四
五
〇
年
前
後
か
ら
七
十
年
代
の
前
半
頃
に
使
用
さ
れ
て
い
た
遺
物
群
と
い
う
こ

と
と
な
ろ
う
。

　
（
七
）　

分
布
状
況

　

第
2
図
は
、
遺
物
注
記
よ
り
青
磁
等
の
出
土
位
置
を
平
面
図
に
落
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
S
B
三
一
三
付
近
か
ら
「
斜
炭
」
の
注
記
が
あ
る
C
12
〜
15
グ
リ
ッ
ド
に
か

け
て
の
遺
物
に
接
合
関
係
が
み
ら
れ
、
火
災
整
理
時
に
南
東
の
斜
面
に
土
が
片
付
け

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
対
し
て
、
報
告
者
が
や
や
新
し
い
傾
向
と
す
る
I
〜
H
―

6
〜
7
区
の
遺
物
は
、
具
体
的
に
は
青
花
磁
碗
（
第
1
図
中
段
1
・
2
）
と
青
磁
雷

紋
帯
碗
（
第
1
図
中
段
7
、
下
段
1
・
4
）・
筋
描
蓮
弁
紋
碗
（
同
6
）
が
そ
れ
に

あ
た
る
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
火
災
層
に
含
ま
れ
な
い
青
磁
雷
紋

帯
碗
及
び
筋
描
蓮
弁
紋
碗
等
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

次
い
で
第
2
図
の
瀬
戸
・
美
濃
天
目
茶
碗
の
分
布
を
み
て
み
よ
う
。
▲
は
後
Ⅳ
期

新
段
階
の
製
品
、
△
は
大
窯
1
段
階
の
製
品
で
あ
る
。
す
べ
て
6
グ
リ
ッ
ト
よ
り
西
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第1図　諏訪間興行寺遺跡第Ⅲ期出土遺物（S＝ 1：5）

炭下出土遺物

火災整理層出土遺物

第Ⅲ期上層出土遺物
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第2図　諏訪間興行寺遺跡第Ⅲ期遺物分布図（S＝ 1：400）

…青磁雷紋帯碗
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側
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
程
の
火
災
層
よ
り
上
の
青
磁
直
縁

無
紋
碗
等
も
8
グ
リ
ッ
ト
よ
り
西
側
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
概
ね
分
布
が
一

致
す
る
。
し
た
が
っ
て
火
災
後
は
、
敷
地
の
西
半
分
に
主
な
生
活
場
所
が
移

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（
八
）　

小
結

　

貿
易
陶
磁
全
体
か
ら
み
た
場
合
、
青
花
磁
が
わ
ず
か
に
出
現
し
て
お
り
、

白
磁
端
反
皿
と
青
磁
稜
花
皿
が
出
土
せ
ず
、
碗
は
線
描
蓮
弁
紋
が
搬
入
さ
れ

て
い
る
が
、
雷
紋
帯
碗
や
端
反
碗
、
幅
広
蓮
弁
紋
碗
よ
り
も
少
量
と
い
う
様

相
を
み
れ
ば
、
十
五
世
紀
第
3
四
半
期
の
六
十
年
代
以
降
に
火
災
が
起
こ
り
、

火
事
場
整
理
の
後
は
旧
に
比
し
て
小
規
模
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
8
（

。

報
告
書
で
は
、
最
初
に
ふ
れ
た
よ
う
に
Ⅲ
期
に
二
回
の
火
災
が
あ
っ
た
可
能

性
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
物
注
記
を
実
見
し
た
結
果
、
I
〜
H
―
6
・
7 

区
と
C
11
〜
15
区
の
火
災
層
の
遺
物
相
は
、
同
時
期
と
し
て
問
題
は
な
く
、

そ
の
可
能
性
は
低
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
火
事
場
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
第
Ⅳ
期
に
移
行
す
る

前
に
一
段
階
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
青
磁
碗
で
比
べ
る
と
、

次
の
と
お
り
と
な
ろ
う
。

　

火
災
時
：
青
磁
端
反
無
紋
碗
＋
箆
描
蓮
弁
紋
碗
＋
雷
紋
帯
碗

　

火
災
後
：
雷
紋
帯
碗
＋
直
縁
無
紋
碗
＋
筋
描
蓮
弁
紋
碗
＋
少
量
の
線
描
蓮

弁
紋
碗

　

そ
し
て
こ
れ
ら
は
、「
興
行
寺
系
図
」〔
平
松
編
一
九
七
五
〕
に
「
大
谷
住
」
と

し
て
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
以
前
〜
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
9
（

）
ま
で
の
記

載
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
Ⅲ
期
の
出
土
遺
物
は
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
間

に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
開
基
で
康
正
元
年
に
没
し
た
「
玄
真
」
次
代

の
「
祐
存
」
が
、
文
明
七
年
閏
五
月
十
五
日
の
朝
倉
氏
と
甲
斐
氏
の
「
波
着

第3図　諏訪間興行寺遺跡と文明六年合戦位置図（水藤 1975 に加筆）

甲斐方

諏訪間興行寺遺跡

波着寺

一乗谷
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寺
山
上
合
戦
」
時
に
物
見
に
出
て
討
た
れ
た
と
い
う
記
載
が
二
つ
の
系
図
で
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
（「
4
日
野
一
流
系
図
」「
9
別
格
諸
寺
系
図
」）。
こ
れ
は
、
恐
ら

く
合
戦
場
所
及
び
日
付
か
ら
み
て
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
閏
五
月
十
五
日
に
一
乗

谷
直
近
の
波
着
寺
・
岡
保
で
行
わ
れ
た
合
戦
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
〔
松
原

一
九
九
六・二
〇
〇
四
、
第
3
図
〕。

　

こ
こ
か
ら
、
文
明
六
年
の
合
戦
に
「
祐
存
」
が
巻
き
込
ま
れ
て
討
ち
死
に
し
、
そ

の
こ
と
が
直
接
関
係
す
る
か
ど
う
か
は
不
分
明
で
あ
る
が
、
合
戦
地
に
近
接
し
九
頭

竜
川
の
渡
河
地
点
の
南
方
に
位
置
す
る
興
行
寺
も
そ
の
折
に
灰
芥
に
帰
し
、
そ
れ
が

Ⅲ
期
の
火
災
痕
跡
に
相
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

❸
各
地
の
十
五
世
紀
中
葉
〜
十
六
世
紀
中
葉
の
貿
易
陶
磁
様
相

　

前
章
に
お
い
て
、
本
論
の
ス
タ
ー
ト
た
る
諏
訪
間
興
行
寺
遺
跡
第
Ⅲ
期
遺
物
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
後
十
六
世
紀
中
葉
頃
ま
で
の
遺
物
様
相
を

示
す
ま
と
ま
り
の
あ
る
遺
物
群
を
出
土
し
た
十
二
遺
跡
に
つ
い
て
西
方
か
ら
順
に
み

て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
（
一
）　

博
多
遺
跡
群

博
多
遺
跡
群
か
ら
は
、
第
一
二
四
次
調
査
S
K
二
三
六
号
土
坑
出
土
一
括
遺
物

を
と
り
あ
げ
る
〔
福
岡
市
教
委
二
〇
〇
四
、
田
上
二
〇
一一
〕。
こ
こ
か
ら
は
、
一
三
六
点
の

完
形
陶
磁
器
が
出
土
し
、
そ
の
内
貿
易
磁
器
は
百
個
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、

青
磁
二
十
二
点
、
白
磁
皿
十
四
点
、
青
花
磁
六
十
四
点
で
、
青
花
磁
の
比
率
が
高
い
。

青
磁
は
二
点
を
除
い
て
景
徳
鎮
窯
系
製
品
と
思
わ
れ
、
青
花
磁
は
皿
E
・
F
群
が
認

め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
青
釉
陶
器
皿
二
十
一
点
、
緑
釉
陶
器
皿
十
二
点
を
含
む
。

田
上
勇
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
十
六
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
の
資
料
と
考
え
ら
れ
て
い
る

〔
田
上
二
〇
一一
〕。

　

な
お
、
近
年
田
中
克
子
氏
に
よ
っ
て
十
四
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
と
さ

れ
る
博
多
遺
跡
群
出
土
の
陶
磁
器
群
が
提
示
さ
れ
た
〔
田
中
二
〇
一一
〕。
田
中
氏
は
、

Ⅰ
期
（
十
四
世
紀
後
半
〜
十
五
世
紀
中
頃
）
10
（

）
に
青
磁
雷
紋
帯
碗
・
直
縁
無
紋
碗
・

線
描
蓮
弁
紋
碗
・
稜
花
皿
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
青
花
磁
も
伴
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
。
こ
の
様
相
は
、
北
東
日
本
海
域
へ
の
貿
易
陶
磁
器
の
入
り
方
よ
り
、
器
種

に
よ
っ
て
は
半
世
紀
も
早
い
時
期
に
搬
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔
水
澤

二
〇
〇
四・二
〇
〇
九ａ
〕。
博
多
の
日
明
貿
易
に
お
け
る
位
置
付
け
を
考
え
れ
ば
、
一
足

早
く
最
新
の
製
品
が
搬
入
さ
れ
る
と
は
い
え
、
十
二
世
紀
段
階
で
す
で
に
博
多
か

ら
北
東
日
本
海
沿
岸
地
域
に
多
量
の
貿
易
陶
磁
器
が
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
半
世
紀
の
ズ
レ
は
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
で
、
田
中
氏
が
「
準
一
括
性
」
の
あ
る

遺
構
出
土
資
料
と
さ
れ
た
遺
物
群
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
こ
で
の
対
象
は
、
Ⅰ
期
の
資
料
群
の
1
〜
6
図
）
11
（

（
第
4
・
5
図
に
引
用
）
で
あ

る
が
、
そ
の
時
期
比
定
根
拠
は
薄
弱
で
あ
る
。
多
く
が
溝
出
土
資
料
で
あ
る
こ
と
は

ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
図
3
を
除
い
て
青
磁
雷
紋
帯
碗
を
含
む
が
、
図
2
〜
5
の

白
磁
皿
・
坏
の
高
台
に
抉
り
の
入
る
も
の
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
十
三
湊
遺

跡
群
で
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
一
四
四
〇
年
前
後
か
ら
搬
入
さ
れ
る
製
品
で
あ

る
〔
水
澤
二
〇
〇
四
〕。
ま
た
青
磁
雷
紋
帯
碗
に
つ
い
て
は
、
田
中
氏
が
注
に
引
く
亀

井
明
徳
氏
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
十
五
世
紀
前
葉
以
前
の
事
例
が
根
拠
足
り
得

な
い
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
お
り
〔
水
澤
二
〇
〇
四
〕、
上
の
白
磁
抉
入
高
台
製
品

と
同
時
期
以
前
に
遡
る
出
土
例
は
見
出
し
難
い
）
12
（

。
そ
し
て
白
磁
抉
入
高
台
を
伴
わ
な

い
図
1
と
図
6
に
つ
い
て
は
、
図
1
は
青
磁
筋
描
蓮
弁
紋
碗
の
存
在
か
ら
十
五
世
紀

第
3
四
半
期
、
図
6
は
青
磁
稜
花
皿
の
存
在
か
ら
十
五
世
紀
第
4
四
半
期
に
位
置
付

け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
田
中
氏
が
提
示
さ
れ
た
事
例
の
す
べ
て
が
一
四
四
〇
年
以

降
の
事
例
と
判
断
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
青
花
磁
に
つ
い
て
も
、
多
く
が
そ
の
時
期
以

降
と
な
ろ
う
。
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第4図　博多遺跡群Ⅰ期（14 世紀後半～ 15 世紀中頃）貿易陶磁器1
（田中 2011 より転載）
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第5図　博多遺跡群Ⅰ期（14 世紀後半～ 15 世紀中頃）貿易陶磁器2
（田中 2011 より転載） 
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（
二
）　

新
宮
谷
遺
跡

　

出
雲
国
富
田
荘
の
尼
子
氏
の
居
城
月
山
富
田
城
の
北
の
谷
に
庶
子
家
新
宮
党
が
天

文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
屋
敷
を
構
え
た
が
、
尼
子
晴
久
に
よ
っ
て
天
文
二
十
三
年

（
一
五
五
四
）
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
関
連
す
る
二
例
を
と
り
あ
げ
る
。

　

ま
ず
、
村
上
勇
氏
が
紹
介
さ
れ
た
「
新
宮
谷
館
跡
」
出
土
品
で
あ
る
〔
島
根
県
教

委
一
九
八
三
、
村
上
一
九
八
七
〕。
貿
易
陶
磁
三
種
は
、
青
磁
四
二
九
点
（
十
七
パ
ー
セ
ン

ト
）、
白
磁
一
四
三
四
点
（
五
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
）、
青
花
六
〇
六
点
（
二
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
）
の
比
率
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
新
宮
谷
館
跡
出
土
貿
易
陶
磁
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
近
時
そ
れ
ら
の
一

部
）
13
（

が
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
貿
易
陶
磁
三
種
に
の
み
限
っ
て
傾
向
を
み
て
い
こ
う
〔
西

尾
ほ
か
二
〇
一二
〕。
青
磁
碗
は
、
雷
紋
帯
最
末
期
（
波
状
紋
帯
）
C
3
が
主
体
で
、
雷

紋
帯
C
2
及
び
線
描
蓮
弁
紋
碗
B
4
が
少
量
伴
う
。
青
磁
皿
は
景
徳
鎮
系
（
碁
笥
底

を
含
む
）
の
み
で
稜
花
皿
を
伴
わ
な
い
。
白
磁
は
端
反
皿
E
群
の
み
。
青
花
磁
碗
は

端
反
C
群
主
体
で
、
漳
州
窯
系
製
品
も
認
め
ら
れ
る
。
青
花
磁
皿
は
、
碁
笥
底
C
群

主
体
で
端
反
B
1
群
が
次
ぎ
、
E
群
も
少
量
出
現
し
て
い
る
。

　

次
い
で
新
宮
谷
大
畑
地
区
の
長
方
形
土
坑
出
土
遺
物
を
み
る
〔
広
瀬
町
教
委

一
九
八
二
〕。
本
土
坑
は
、
焼
土
・
壁
土
混
じ
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
火
事
場
整
理
に

伴
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
青
磁
盤
二
個
体
・
景
徳
鎮
系
碗
二
個
体
・
景
徳
鎮
系
稜

花
皿
四
個
体
、
白
磁
端
反
皿
十
二
個
体
・
坏
十
六
個
体
、
青
花
磁
皿
C
群
十
二
個
体
・

皿
E
1
群
八
個
体
・
坏
一
個
体
が
出
土
し
て
い
る
（
実
見
）。
青
磁
・
白
磁
・
青
花

磁
の
比
率
は
、
十
四
・
四
十
九
・
三
十
七
と
な
り
、
新
宮
谷
館
と
似
た
構
成
と
な
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
青
花
磁
皿
E
2
群
に
先
行
し
て
E
1
群
が
十
六
世

紀
中
葉
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
柴
田
圭
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
柴
田

二
〇
〇
一
〕。

　
（
三
）　

宮
内
堀
脇
遺
跡

　

山
名
氏
に
か
か
わ
る
十
五
世
紀
末
以
降
の
但
馬
守
護
所
出
石
の
此
隅
山
城
下
の
遺

跡
で
あ
る
。
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
以
降
十
六
世
紀
代
の
五
面
の
火
災
層
が
確
認

さ
れ
て
い
る
〔
兵
庫
県
教
委
二
〇
〇
九
、
兵
庫
県
考
古
博
二
〇
一〇
〕。

　

こ
の
五
面
の
火
災
層
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
中
世
１
期
（
Ⅶ
面
）
十 

九
層
が
永
正
元

年
（
一
五
〇
四
）
下
限
、
②
③
中
世
2
〜
3
期
（
Ⅵ
〜
Ⅴ
面
）
間
に
天
文
二
十
三
年

（
一
五
五
四
）
銘
位
牌
が
出
土
し
上
下
に
火
災
層
、
④
中
世
5
期
（
Ⅲ
面
）
八
層
下

限
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
銘
木
簡
、
⑤
中
世
6
期
（
Ⅱ
面
）
六
層
が
天
正
八

年
（
一
五
八
〇
）
下
限
と
考
え
ら
れ
、
非
常
に
重
要
な
年
代
的
指
標
と
な
る
。

　

そ
こ
で
報
告
者
の
岡
田
章
一
氏
の
考
察
〔
岡
田
二
〇
〇
九・二
〇
一一
〕
か
ら
、
食
膳
具

の
様
相
を
み
て
い
こ
う
。

　

碗
は
、
1
・
2
期
は
瀬
戸
・
美
濃
、
3
期
以
降
は
青
磁
、
5
期
以
降
青
花
磁
に
移
る
。

皿
は
、
瀬
戸
・
美
濃
か
ら
白
磁
皿
へ
と
移
行
し
、
6
期
ま
で
は
主
体
。
す
な
わ
ち
但

馬
の
守
護
所
城
下
の
武
家
屋
敷
で
は
、
十
六
世
紀
前
半
段
階
は
瀬
戸
・
美
濃
碗
皿
主

体
で
、
十
六
世
紀
中
葉
〜
後
半
に
か
け
て
白
磁
皿
・
青
磁
碗
、
十
六
世
紀
後
半
代
に

白
磁
皿
と
青
花
磁
碗
へ
変
化
す
る
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
京
に
程
近
い
但
馬
に
お
け
る
食
膳
具
に
お
い
て
、
十
六
世
紀
前
半
に

国
産
陶
（
瀬
戸
・
美
濃
）
主
体
で
、
中
葉
に
な
っ
て
貿
易
陶
磁
（
青
磁
・
白
磁
）
主

体
に
変
化
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。
さ
ら
に
青
花
磁
碗
が
主
体
と
な
る

の
は
5
期
一
五
六
〇
年
以
降
で
、
さ
ら
に
皿
の
主
体
は
一
五
八
〇
年
ま
で
白
磁
が

占
め
続
け
る
と
い
う
様
相
も
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
3
・
4
期
と
い
う
の
は
、
遺
構

の
変
遷
は
追
え
る
も
の
の
時
間
的
に
は
十
年
ほ
ど
に
す
ぎ
ず
、
青
磁
碗
が
碗
の
主
体

を
占
め
る
と
い
う
様
相
は
、一
時
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
漆
器
一
七
〇
点
以
上
が
図
示
さ
れ
て
お
り
、
木
製
品
の
特
性
上
4
期
（
Ⅳ

面
）
以
下
の
出
土
が
多
い
が
、
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
に
椀
が
九
割
以
上

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
六
世
紀
代
に
お
い
て
陶
磁
器
碗
は
従
属
的
な
存
在
で
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あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
）
14
（

。

　
（
四
）　

臨
川
寺
跡

　

応
永
二
年
（
一
四
六
八
）
に
焼
亡
し
た
京
都
右
京
区
の
臨
川
寺
三
会
院
の
建
物
床

面
出
土
の
食
膳
具
の
組
成
は
、
青
磁
十
六
個
体
、
白
磁
三
十
個
体
、
青
花
磁
四
十
八

個
体
、
舶
載
天
目
九
個
体
、
瀬
戸
・
美
濃
天
目
九
十
三
個
体
か
ら
な
る
〔
楢
崎
・
堀

内
一
九
九
五
〕。
天
目
茶
碗
が
百
点
を
超
え
て
い
る
こ
と
は
、
禅
宗
寺
院
の
煎
茶
喫
湯

儀
礼
を
物
語
っ
て
い
る
〔
祢
津
二
〇
〇
三・二
〇
〇
四
〕。
こ
こ
で
は
本
稿
の
関
心
に
副

っ
て
、
天
目
を
除
く
貿
易
陶
磁
を
比
較
し
て
お
こ
う
。
青
磁
・
白
磁
・
青
花
磁
は
、

十
七
・
三
十
二
・
五
十
一
と
な
り
、
青
花
磁
が
卓
越
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
陶
磁
器
群
に
つ
い
て
吉
岡
康
暢
氏
は
、「
青
磁
線
細
蓮
弁
紋
碗
・
稜
花

皿
＋
白
磁
外
反
皿
＋
青
花
磁
外
反
皿
が
セ
ッ
ト
と
な
る
Ⅴ
古
期
の
陶
磁
組
成
は
受
容

さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
臨
川
寺
跡
出
土
の
青
花
磁
は
、
京
の
内
、
二
階
殿

落
ち
込
み
の
陶
磁
群
と
の
差
異
を
十
年
ほ
ど
の
時
期
差
だ
け
で
は
説
明
で
き
ず
、
入

手
ル
ー
ト
の
異
な
る
日
明
勘
合
貿
易
の
所
産
に
か
か
る
精
製
陶
磁
と
考
え
ら
れ
る
」

と
評
価
し
た
〔
吉
岡
二
〇
一一
、一五
六
頁
註
七
〕。
後
段
の
青
花
磁
に
つ
い
て
は
同
意
見
で

あ
る
が
、
前
段
の
青
磁
線
細
蓮
弁
紋
碗
（
B
4
）・
稜
花
皿
、
白
磁
外
反
皿
、
青
花

磁
外
反
皿
に
つ
い
て
は
、
一
四
六
八
年
の
時
点
で
出
現
し
て
い
な
い
た
め
に
出
土
し

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
）
15
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
器
種
は
、
す
べ
て
首
里
城
京
の

内
S
K
〇
一
で
も
出
土
し
て
い
な
い
。

な
お
、
京
に
近
い
堺
環
濠
都
市
遺
跡
で
は
、
十
五
世
紀
第
3
四
半
期
後
半
頃

に
少
量
の
青
花
磁
端
反
碗
・
皿
Ｃ
群
が
出
現
し
て
い
る
と
さ
れ
る
〔
第
6
図
、
續

二
〇
一一
〕。
こ
れ
ら
の
事
例
に
前
章
の
興
行
寺
例
を
参
酌
す
れ
ば
、
右
の
各
器
種
が
す

べ
て
そ
ろ
う
の
は
十
五
世
紀
第
4
四
半
期
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（
五
）　

山
科
本
願
寺
一
四
次
調
査

　

十
四
次
調
査
地
点
は
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
の
山
科
本
願
寺
の
焼
き
討
ち
時

の
遺
構
・
遺
物
が
み
つ
か
り
〔
京
都
市
文
化
市
民
局
二
〇
〇
六
〕、「
御
本
寺
」
の
会
所
的

役
割
を
も
つ
「
御
亭
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
柏
田
二
〇
〇
六
〕。
山
科
本

願
寺
は
、
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
か
ら
の
建
設
で
あ
る
が
〔
西
川
一
九
九
七
〕、
調
査

は
遺
跡
の
保
存
が
決
ま
っ
た
た
め
、
焼
亡
面
の
み
の
調
査
で
あ
り
、
一
五
三
二
年
段

階
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

報
告
書
で
は
、
出
土
遺
物
の
破
片
数
が
記
さ
れ
て
お
り
（
一
一
二
頁
表
17
）、
青

磁
三
五
六
点
（
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
）、
白
磁
二
二
九
点
（
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
）、

青
花
磁
五
一
七
点
（
四
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。

　

本
遺
物
に
つ
い
て
は
、
柴
田
圭
子
氏
が
二
〇
〇
六
年
に
資
料
調
査
を
行
わ
れ
、
以

下
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
柴
田
二
〇
〇
七
〕。

　

青
磁
で
は
、
龍
泉
窯
系
碗
B
4
類
が
盛
行
し
、
B
3
・
D
・
E
類
が
若
干
存
在
す

る
。
波
状
紋
碗
C
3
類
は
み
ら
れ
な
い
。
景
徳
鎮
窯
系
碗
・
皿
が
一
定
量
存
在
す
る
。

　

白
磁
で
は
、
皿
坏
E
1
群
が
盛
行
し
、
E
2
群
が
一
定
量
存
在
す
る
。

　

青
花
磁
で
は
、
碗
D
群
・
皿
B
1
群
が
盛
行
し
、
碗
C
群
が
一
定
量
存
在
す
る
。

碗
E
群
・
皿
C
群
・
E
群
、
華
南
系
青
花
磁
は
み
ら
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
十
六
世
紀
中
葉
よ
り
も
古
相
を
示
す
特
徴
と
し
て
、
青
磁
碗
B
4
類
・

青
花
磁
碗
D
群
の
盛
行
と
青
花
磁
碗
C
群
が
少
数
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
さ
ら
に
華

南
系
青
花
磁
・
皿
C
群
、
青
磁
波
状
紋
碗
の
不
在
も
そ
の
可
能
性
を
示
す
も
の
と
さ

れ
た
。

　

筆
者
も
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
日
に
財
団
法
人
京
都
市
埋

蔵
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
遺
物
を
実
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

第
2
表
は
、
青
磁
三
二
一
点
、
白
磁
二
一
五
点
、
青
花
磁
四
九
七
点
、
多
彩
磁
器

十
七
点
、
舶
載
天
目
茶
碗
六
点
の
合
計
一
〇
五
六
点
の
遺
物
組
成
で
あ
る
）
16
（

。

　

柴
田
氏
の
考
察
に
加
え
る
な
ら
ば
、
青
磁
で
は
酒
海
壺
や
大
型
香
炉
・
盤
な
ど
の

大
型
製
品
が
半
分
を
占
め
、
食
膳
具
で
は
龍
泉
窯
系
と
景
徳
鎮
窯
系
が
ほ
ぼ
同
数
と

な
る
。
景
徳
鎮
系
の
製
品
に
は
、
通
有
の
無
紋
製
品
以
外
に
釉
下
に
樹
木
様
の
線
刻

を
入
れ
る
も
の
や
丸
彫
蓮
弁
紋
、
輪
花
碗
な
ど
が
あ
り
、
新
奇
な
製
品
が
認
め
ら
れ
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第6図　堺環濠都市遺跡における中国製陶磁器の変遷
（續 2011 より転載）
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る
。

　

白
磁
は
、
皿
E
1
が
E
2
の
倍
ほ
ど
で
、
輪
花
皿
が
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

碗
は
二
割
に
満
た
な
い
。
輪
花
皿
は
、
外
面
に
蓮
弁
様
の
線
描
を
入
れ
る
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
は
青
磁
景
徳
鎮
系
製
品
と
共
通
す
る
意
匠
で
あ
る
。

　

青
花
磁
は
、
皿
が
端
反
B
1
の
み
で
半
数
以
上
を
占
め
る
。
碗
も
四
割
を
占
め
、

内
面
青
花
磁
で
外
面
青
磁
と
い
う
製
品
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

碗
皿
に
限
れ
ば
、青
磁
一
四
一
点
（
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、白
磁
一
八
〇
点
（
二
十
二

パ
ー
セ
ン
ト
）、
青
花
磁
四
九
三
点
（
六
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
り
、
各
種
に
最

新
モ
ー
ド
の
製
品
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
蓮
如
が
築
き
あ
げ
た
一
大
勢
力
で
あ

る
本
願
寺
の
威
勢
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

そ
し
て
、
一
五
三
二
年
時
点
の
畿
内
で
最
も
重
視
さ
れ
た
陶
磁
器
と
し
て
は
、
青

磁
大
型
製
品
（
瓶
類
・
香
炉
）
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
、
青
花
磁
で
は
な
い
こ
と
に
も

注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
）
17
（

。

第2表　山科本願寺14次調査貿易陶磁器組成

青磁 　 破片数 ％ 備考

雷紋帯碗C2 4 1

直縁碗 E 7 2

線描蓮弁紋碗B4 50 16

皿・坏 5 2

大型製品 151 47

香炉 1 －

龍泉窯系不明 28 9 龍泉窯系合計 246

景徳鎮窯系 75 23 輪花 24

　 青磁合計 321

白磁 　 破片数 ％ 備考

端反皿E1E2 122 57

輪花皿 34 16

坏 10 5

直縁碗 12 6

端反碗 11 5

碗 14 7

壺 1 －

不明 11 5

白磁合計 215

青花磁 　 破片数 ％ 備考

皿B1 277 56

皿不明 7 1

大皿 4 1

碗 D 139 28 C 群を含む

碗体部 48 10

外青磁碗 10 2 内面青花

鉢 3 1

坏 3 1

壺 6 1

青花合計 497

多彩磁器 　 17 五彩碗 1個体

舶載天目 　 6 5 個体

総計 1056
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第7図　三重県山田城跡出土貿易陶磁分布図
（東員町教委 1984 より転載）

第3表　愛媛・広島・高知出土輸入陶磁器の時期別破片数

　　…同一遺跡中において占める比率が50％以上の時期にマーク （日本貿易陶磁研究会　2000・2002より作成）

（柴田 2004 より転載）

50点以上出土遺跡対象　※％は同遺跡中を示す。

遺跡名

15 世紀前葉～後葉 15 世紀後葉～ 16 世紀前半 16 世紀中葉～後半
青磁 白磁

小計 ％※
青磁 白磁 青花

小計 ％
青磁 白磁 青花 華南

小計 ％ 合計蓮
B2

蓮
B3

雷
C2 龍D 龍E

稜花
A 龍Ⅳ D 蓮

B4
雷
C3 E-1 碗C 皿B1 皿C 皿景 E-2 碗E 皿

B2 皿E 青花

湯築城跡 18 47 3 12 92 113 54 65 404 4.6 329 164 4,003 693 907 758 6,854 78.1 562 576 58 11 312 - 1,519 17.3 8,777 
見近島城跡 0 7 1 4 36 79 0 7 134 7.1 59 108 751 160 411 51 1,540 81.8 197 10 0 0 1 - 208 11.1 1,882 
太田城跡 0 8 2 11 1 8 4 0 34 56.7 6 0 5 1 2 1 15 25.0 7 3 1 0 0 - 11 18.3 60 
旧等妙寺跡 20 0 4 4 5 7 0 5 45 23.9 12 2 56 8 47 4 129 68.6 0 5 6 0 3 - 14 7.4 188 
河後森城跡 5 4 9 7 11 14 1 5 56 28.6 18 3 33 7 38 6 105 53.6 7 8 6 4 10 - 35 17.9 196 
愛媛合計 43 66 19 38 145 221 59 82 673 6.1 424 277 4,848 869 1,405 820 8,643 77.8 773 602 71 15 326 - 1,787 16.1 11,103 
大通院遺跡 15 8 6 34 8 5 1 29 106 6.6 42 3 416 37 29 52 579 35.9 33 58 327 33 388 88 927 57.5 1,612 
吉川元春館 0 0 0 1 7 0 0 2 10 1.3 5 0 50 3 2 1 61 7.8 51 16 302 9 142 193 713 90.9 784 
万徳院跡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0 0 1 0 0 0 1 0.5 0 15 125 0 80 23 220 99.5 221 
小倉山城跡 1 6 8 30 7 15 0 5 72 60.0 42 0 0 0 6 0 48 40.0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 120 
薬師城跡 2 4 0 6 24 81 2 13 132 65.3 4 3 22 0 3 2 34 16.8 1 8 7 7 13 6 36 17.8 202 
亀崎城跡 5 2 1 34 2 0 0 21 65 95.6 3 0 0 0 0 0 3 4.4 0 0 0 0 0 0 0 0.0 68 
加井妻城跡 5 3 12 34 8 2 2 11 77 98.7 0 0 0 0 1 0 1 1.3 0 0 0 0 0 0 0 0.0 78 
広島合計 28 23 27 139 56 103 5 81 462 15.0 96 6 489 40 41 55 727 23.6 85 97 761 49 623 310 1,896 61.5 3,085 
姫野々土居 19 4 20 32 24 15 19 41 174 47.7 65 0 78 10 20 4 177 48.5 0 5 4 4 1 - 14 3.8 365 
姫野々城跡 2 0 5 30 8 14 3 9 71 29.6 26 0 35 0 55 29 145 60.4 0 0 0 22 2 - 24 10.0 240 
岡豊城跡 0 0 1 7 6 4 0 1 19 8.1 5 0 80 12 36 10 143 60.6 0 0 29 11 34 - 74 31.4 236 
芳原城跡 6 0 8 51 6 14 5 49 139 61.2 21 4 25 5 6 11 72 31.7 0 9 3 4 0 - 16 7.0 227 
扇城跡 6 2 11 112 3 32 24 9 199 91.3 13 1 0 0 5 0 19 8.7 0 0 0 0 0 - 0 0.0 218 
中村城跡 0 0 0 7 4 7 0 0 18 20.0 16 2 16 5 15 11 65 72.2 0 2 1 1 3 - 7 7.8 90 
西本城跡 0 1 4 0 0 30 3 11 49 60.5 20 0 0 0 12 0 32 39.5 0 0 0 0 0 - 0 0.0 81 
田村遺跡群 14 20 13 41 18 12 9 29 156 68.1 36 3 9 1 9 7 65 28.4 0 2 2 0 4 - 8 3.5 229 
アゾノ遺跡 3 0 0 25 5 0 1 15 49 94.2 2 0 0 0 1 0 3 5.8 0 0 0 0 0 - 0 0.0 52 
風指遺跡 0 3 4 18 0 3 0 14 42 89.4 5 0 0 0 0 0 5 10.6 0 0 0 0 0 - 0 0.0 47 
五藤家屋敷跡 0 0 2 7 3 4 1 1 18 33.3 6 0 1 6 6 1 20 37.0 1 0 4 1 10 - 16 29.6 54 
高知合計 50 30 68 330 77 135 65 179 934 50.8 215 10 244 39 165 73 746 40.6 1 18 43 43 54 - 159 8.6 1,839 
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（
六
）　

伊
予

　

前
段
ま
で
博
多
か
ら
日
本
海
沿
い
に
京
ま
で
の
遺
跡
を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、

瀬
戸
内
西
部
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
第
3
表
は
、
柴
田
圭
子
氏
が
作
成
さ
れ

た
表
で
あ
る
〔
柴
田
二
〇
〇
四
〕
が
、
こ
こ
か
ら
最
も
多
量
の
貿
易
陶
磁
が
出
土
し
て

い
る
愛
媛
の
様
相
を
み
て
お
き
た
い
）
18
（

。

　

十
五
世
紀
前
葉
〜
後
葉
は
、
六
七
三
点
中
、
青
磁
が
五
九
一
点
八
十
八
パ
ー
セ
ン

ト
、
白
磁
が
八
十
二
点
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

　

十
五
世
紀
後
葉
〜
十
六
世
紀
前
半
は
、
八
六
四
三
点
中
、
青
磁
が
七
〇
一
点
八
パ

ー
セ
ン
ト
、
白
磁
が
四
八
四
八
点
五
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
花
磁
が
三
〇
九
四
点

三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

　

十
六
世
紀
中
葉
〜
後
半
は
、
一
七
八
七
点
中
、
青
磁
七
七
三
点
四
十
三
パ
ー
セ
ン

ト
、
白
磁
六
〇
二
点
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
花
磁
四
一
二
点
二
十
三
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
。

　

青
磁
稜
花
皿
の
位
置
付
け
等
は
私
見
と
や
や
異
な
る
が
、
概
ね
の
傾
向
は
把
か
め

よ
う
。
な
お
、愛
媛
に
お
け
る
十
六
世
紀
中
葉
〜
後
半
の
青
花
磁
の
割
合
が
低
い
が
、

広
島
の
同
時
期
を
み
る
と
青
花
磁
が
九
割
を
超
え
て
お
り
、
掲
載
遺
跡
か
ら
み
て
前

者
が
十
六
世
紀
中
葉
、後
者
が
十
六
世
紀
後
半
（
末
）
の
比
率
を
示
し
て
い
よ
う
か
。

　
（
七
）　

山
田
城
跡

　

北
勢
桑
名
の
西
側
に
位
置
す
る
員
弁
郡
東
員
町
に
所
在
し
た
山
城
で
、
遺
物
の
多

く
を
占
め
る
瀬
戸
・
美
濃
大
窯
製
品
か
ら
み
て
、
1
段
階
か
ら
始
ま
り
2
段
階
が
主

体
で
下
限
と
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
〔
東
員
町
教
委
一
九
八
四
〕。

貿
易
陶
磁
に
つ
い
て
は
、
青
釉
・
緑
釉
型
押
陶
器
皿
の
出
土
が
注
目
さ
れ
る
が
、

青
磁
は
非
常
に
少
な
く
、
白
磁
は
E
群
皿
、
青
花
磁
碗
は
C
・
E
群
、
青
花
磁
皿
は

B
1
・
C
群
か
ら
な
る
。

　

貿
易
陶
磁
器
の
詳
細
な
破
片
数
は
不
明
で
あ
る
が
、報
告
書
の
分
布
図
（
第
7
図
）

か
ら
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
青
花
磁
二
十
五
点
、
白
磁
百
点
、
三
彩
十
五
点
と
な
る
）
19
（

。

青
磁
は
、
分
布
図
に
な
い
が
本
文
の
記
述
か
ら
二
点
の
み
の
出
土
で
あ
る
。
図
示
さ

れ
て
い
る
実
測
図
は
、
青
花
磁
十
一
点
に
対
し
白
磁
は
四
点
に
す
ぎ
な
い
が
、
実
際

の
出
土
数
は
白
磁
が
青
花
磁
の
四
倍
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

大
窯
2
段
階
の
下
限
は
、
一
五
六
〇
年
頃
と
さ
れ
て
お
り
〔
藤
澤
ほ
か
二
〇
〇
七
〕、

前
稿
で
も
指
摘
し
た
十
六
世
紀
中
葉
の
白
磁
皿
の
卓
越
は
、
後
述
の
真
里
谷
城
跡
と

合
わ
せ
て
畿
内
以
東
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

　
（
八
）　

沓
掛
城
跡

愛
知
県
豊
明
市
沓
掛
町
に
所
在
す
る
沓
掛
城
跡
は
、
十
六
世
紀
末
頃
に
廃
城
と

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
松
原
隆
治
氏
が
紹
介
さ
れ
た
五
枚
の
天
文

十
七
年
（
一
五
四
八
）
銘
木
簡
を
伴
っ
た
池
跡
出
土
遺
物
を
と
り
あ
げ
る
〔
松
原

一
九
八
六
〕。

池
跡
S
G
〇
一
出
土
の
瀬
戸
・
美
濃
は
大
窯
1
〜
2
段
階
の
製
品
の
み
で
、
埋
没

は
一
五
六
〇
年
下
限
と
さ
れ
る
。
貿
易
陶
磁
は
、
白
磁
二
十
六
点
、
青
花
磁
十
一
点

の
出
土
で
、
青
磁
は
出
土
し
て
い
な
い
。

　
（
九
）　

勝
間
田
城
跡

　

遠
江
牧
之
原
市
勝
田
に
所
在
す
る
山
城
で
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
今
川
氏

に
よ
り
落
城
し
廃
絶
し
た
と
さ
れ
、
出
土
瀬
戸
・
美
濃
は
後
Ⅳ
期
新
段
階
最
末
期
の

基
準
資
料
と
さ
れ
て
い
る
〔
藤
澤
二
〇
〇
八
）
20
（

〕。

　

該
期
の
貿
易
陶
磁
に
つ
い
て
は
、
青
磁
線
描
蓮
弁
紋
碗
B
4
十
三
点
、
同
雷
紋

帯
碗
C
2
十
三
点
、
同
直
縁
碗
五
点
、
同
端
反
碗
二
点
、
同
稜
花
皿
十
五
点
の
計

四
十
八
点
、白
磁
内
湾
皿
十
一
点
、同
皿
E
1
群
三
点
、同
八
角
坏
二
点
の
計
十
六
点
、

青
花
磁
碗
B
群
七
点
、
同
皿
B
1
群
六
点
の
計
十
三
点
、
他
に
赤
絵
皿
二
点
、
天
目

茶
碗
八
点
と
な
る
〔
菊
川
シ
ン
ポ
二
〇
〇
五
）
21
（

〕。
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（
十
）　

真
里
谷
城
跡

上
総
木
更
津
に
所
在
す
る
真
里
谷
城
跡
は
、
真
里
谷
武
田
氏
の
本
城
、
あ
る
い
は

反
惣
領
側
に
よ
っ
て
新
た
に
取
り
立
て
ら
れ
た
「
新
地
之
城
」
と
さ
れ
、
天
文
六
年

（
一
五
三
七
）
に
落
城
し
た
と
さ
れ
る
〔
木
更
津
市
教
委
一
九
八
四
〕。

近
年
房
総
で
は
、
井
上
哲
郎
氏
と
簗
瀬
裕
一
氏
を
中
心
に
城
館
出
土
遺
物
の
詳
細

な
分
類
集
計
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
真
里
谷
城
跡

の
遺
物
を
み
て
い
き
た
い
〔
簗
瀬
二
〇
〇
七
、
井
上
二
〇
一一
〕。

瀬
戸
・
美
濃
は
、
後
Ⅳ
期
新
〜
大
窯
1
段
階
が
ほ
と
ん
ど
で
、
一
点
の
み
大
窯
2

段
階
と
さ
れ
る
〔
井
上
二
〇
〇
五・二
〇
一一
〕。
こ
の
こ
と
は
、
遺
物
の
下
限
が
文
献
と

一
致
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

貿
易
陶
磁
食
膳
具
は
、
青
磁
線
描
蓮
弁
紋
碗
七
点
、
同
端
反
皿
二
点
、
同
盤
等

十
三
点
の
計
二
十
二
点
、
白
磁
内
湾
皿
一
点
、
同
端
反
皿
E
群
二
九
四
点
、
同
青
花

磁
C
群
写
皿
十
五
点
、
同
大
皿
一
四
〇
点
の
計
四
五
〇
点
、
青
花
磁
碗
B
群
十
七
点
、

同
碗
C
群
二
点
、
同
碗
D
群
四
十
七
点
、
同
皿
B
1
群
一
四
七
点
の
計
二
一
三
点
を

数
え
る
。

　
（
十
一
）　

小
谷
城
跡

　

浅
井
久
政
・
長
政
の
近
江
湖
北
の
山
城
で
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
年
に
越
前

一
乗
谷
と
同
時
期
に
落
城
し
て
い
る
。
築
城
は
、
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
と
さ
れ

る
〔
湖
北
町
教
委
一
九
八
八
〕。

　

こ
の
約
五
十
年
間
の
貿
易
陶
磁
の
内
訳
は
、
青
磁
碗
B
4
群
、
同
稜
花
皿
等
計

三
十
七
点
、
白
磁
E
群
等
二
六
一
点
、
青
花
磁
碗
C
・
D
群
、
同
皿
B
1
・
B
2
・
C
・

E
群
計
一
八
八
点
で
あ
る
。

　
（
十
二
）　

至
徳
寺
遺
跡

越
後
守
護
所
と
目
さ
れ
る
遺
跡
で
、
上
杉
氏
の
迎
賓
館
で
あ
っ
た
が
、
越
後
永
正

の
乱
に
よ
り
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
〜
七
年
（
一
五
一
〇
）
の
間
に
焼
亡
し
た
〔
水

澤
・
鶴
巻
二
〇
〇
三
〕。

被
災
時
の
片
付
け
土
坑
で
あ
る
S
X
〇
〇
四
・
S
X
〇
一
九
な
ど
か
ら
瓶
や
鉢
を

含
む
高
級
青
花
磁
や
青
磁
酒
海
壺
、
瓦
器
風
炉
・
瓦
燈
等
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の

二
遺
構
で
は
青
花
磁
が
卓
越
す
る
。

　

残
念
な
が
ら
遺
構
ご
と
の
遺
物
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
筆
者
集
計
の
遺
物
点
数

表
〔
水
澤
・
鶴
巻
二
〇
〇
三
、
第
三
表
〕
か
ら
十
五
世
紀
後
半
以
降
の
貿
易
陶
磁
食
膳
具

を
抜
き
出
す
と
、
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。
青
磁
雷
紋
帯
碗
四
十
点
、
同
線
描
蓮

弁
紋
碗
一
三
〇
点
、
同
直
縁
碗
四
十
五
点
、
同
稜
花
皿
五
十
七
点
、
同
盤
一
一
四

点
計
三
八
六
点
、
白
磁
皿
坏
D
群
二
一
〇
点
）
22
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、
同
端
反
坏
五
点
、
同
端
反
皿
E
群

八
十
八
点
計
三
〇
三
点
、
青
花
磁
皿
B
1
二
七
七
点
、
同
大
皿
三
十
点
、
同
碗
B
群

等
八
十
六
点
計
三
九
三
点
、
天
目
茶
碗
一
一
三
点
。

❹
十
五
世
紀
中
葉
〜
十
六
世
紀
中
葉
の
貿
易
陶
磁
器
の
実
像

　
（
一
）　

貿
易
陶
磁
食
膳
具
の
組
成
変
遷

以
上
、
十
五
世
紀
中
葉
〜
十
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
日
本
各
地
の
廃
絶
時
期
が
判

明
す
る
資
料
を
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
群
に
前
稿
で
取
り
上
げ
た
遺
跡
（
見
近

島
城
跡
・
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
・
鮫
ヶ
尾
城
跡
）
を
加
え
て
年
代
順
に
並
べ
、
青
磁
・

白
磁
・
青
花
磁
の
各
点
数
と
三
者
の
比
率
を
記
し
た
の
が
第
4
表
で
あ
る
（（
六
）

伊
予
を
除
く
）。
以
下
、
本
表
か
ら
読
み
取
れ
る
と
こ
ろ
を
記
す
。

青
磁
は
、
十
五
世
紀
後
半
の
通
常
の
遺
跡
で
は
六
割
を
超
え
て
お
り
、
十
六
世
紀

第
1
四
半
期
で
三
割
強
、
十
六
世
紀
第
3
四
半
期
ま
で
二
割
強
を
占
め
る
。
た
だ
し

十
六
世
紀
第
2
四
半
期
以
降
は
、
青
磁
食
膳
具
以
外
の
製
品
を
所
有
し
え
な
い
ク
ラ

ス
の
遺
跡
及
び
景
徳
鎮
窯
系
青
磁
が
入
手
で
き
な
い
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な

い
こ
と
に
な
る
。
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な
お
、
こ
の
時
期
の
青
磁
に
つ
い
て
森
達
也
氏
は
、「
日
本
の
十
六
世
紀
代
の
遺

跡
で
は
龍
泉
窯
青
瓷
の
出
土
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
は
レ
ナ
沈
船
引
揚
げ

の
龍
泉
窯
青
瓷
と
共
通
す
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
、
十
五
世
紀
代
ま
た
は
十
六
世
紀
初

頭
頃
ま
で
の
う
ち
に
日
本
に
運
ば
れ
た
も
の
が
十
六
世
紀
前
半
ま
で
使
わ
れ
て
廃

棄
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
、
十
六
世
紀
に
入
る

と
龍
泉
窯
青
瓷
の
輸
出
量
は
急
速
に
低
下
し
て
、
そ
れ
に
替
わ
っ
て
景
徳
鎮
窯
で
生

産
さ
れ
た
青
瓷
の
輸
出
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
」
い
る
と
さ
れ
た
〔
森

二
〇
〇
九
、一
五
七
頁
〕。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
十
六
世
紀
中
葉
の
青
磁
に
つ
い
て
柴
田

圭
子
氏
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
〔
柴
田
二
〇
〇
一
〕、
筆
者
も
追
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

〔
水
澤
二
〇
〇
九ａ
〕。
そ
し
て
、
森
氏
が
龍
泉
窯
系
青
磁
の
輸
出
が
激
減
し
た
時
期
を

十
六
世
紀
初
頭
に
遡
ら
せ
ら
れ
た
根
拠
と
し
て
は
、
福
建
牛
屎
礁
引
揚
げ
遺
物
に
青

磁
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
の
み
で
あ
る
（
同
一
五
八
頁
）。
し
か
し
、
牛
屎
礁
引

揚
げ
遺
物
に
は
景
徳
鎮
窯
系
青
磁
も
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
例
を
も
っ
て

龍
泉
窯
系
青
磁
の
輸
出
の
激
減
を
云
々
す
る
こ
と
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
現
状
で
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
山
科
本
願
寺
例
か
ら
み
て
、
一
六
三
〇
年
頃

が
景
徳
鎮
系
青
磁
の
日
本
に
搬
入
さ
れ
た
初
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
、
そ
の

頃
を
境
に
龍
泉
窯
系
か
ら
景
徳
鎮
窯
系
青
磁
に
シ
フ
ト
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

白
磁
は
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
第
1
四
半
期
に
か
け
て
二
〜
三
割
を
占

め
て
い
る
が
、
一
五
三
〇
年
代
か
ら
増
加
し
六
十
年
ま
で
は
五
割
以
上
を
占
め
る
に

至
り
（
十
六
世
紀
中
葉
の
白
磁
皿
の
卓
越
）、
七
十
年
頃
ま
で
四
割
を
保
つ
。

　

青
花
磁
は
、
十
五
世
紀
後
半
〜
十
六
世
紀
前
半
に
お
い
て
日
本
の
枢
要
を
占
め
る

遺
跡
で
は
、
五
割
を
占
め
る
場
合
も
認
め
ら
れ
る
が
）
23
（

、
大
多
数
の
遺
跡
で
は
十
五
世

紀
後
半
で
二
割
以
下
、
十
六
世
紀
前
半
〜
七
十
年
頃
ま
で
三
割
程
度
で
あ
る
。
十
六

世
紀
に
入
る
と
全
体
量
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
白
磁
が
三
十
年
代
に
増
加
す
る

た
め
、全
体
で
は
三
割
を
超
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

十
六
世
紀
第
3
四
半
期
の
六
十
年
代
に
入
っ
て
輸
入
品
の
大
部
分
を
青
花
磁
が
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
第
4
四
半
期
の
天
正
年
間
以
降
で
は
出
土
貿
易
陶
磁
の
ほ

遺跡名 所在地 性格 遺構 廃絶時等 青磁（％）白磁（％）青花（％） 備考
臨川寺三会院跡 京 禅宗寺院 建物床面 1468 年 16（17） 30（32） 48（51） 個体数
諏訪間興行寺遺跡 越前 真宗寺院 第Ⅲ面 1474 年 982（65） 494（33） 35（2）
勝間田城跡 遠江 山城 1476 年 48（62） 16（21） 13（17）
至徳寺遺跡 越後 守護所 迎賓館 1510 年 386（36） 303（28） 393（36）

山科本願寺跡 14 次 山科 真宗寺院 御亭 1532 年 321（31） 215（21） 497（48）
真里谷城跡 上総 山城 1537 年 22（3） 450（66） 213（31）
沓掛城跡 尾張 城跡 池跡 1548 年 － 26（70） 11（30） 木簡
新宮党館跡 東出雲 館跡 　 1554 年 429（17） 1434（58） 606（25） 1537 年成立
新宮谷大畑地区 東出雲 城下 土坑 1554 年 8（14） 28（49） 21（37） 個体数
山田城跡 北勢 山城 1560 頃 2（2） 100（79） 25（20） 大窯 2下限
博多遺跡群 筑前 港湾 埋納遺構 16 中～後 22（22） 14（14） 64（64） 個体数
見近島城跡 伊予 城跡 島嶼部 16 中葉 542（24） 931（42） 752（34）

一乗谷朝倉氏遺跡 越前 館・城下町 1573 年 5569（26） 9171（42） 6895（32） 本報告分
小谷城跡 北近江 山城 1573 年 37（8） 261（54） 188（39）
鮫ヶ尾城跡 越後 山城 1579 年 4（2） 30（12） 214（86）

第4表　15世紀中葉～16世紀中葉の貿易陶磁組成



64

国立歴史民俗博物館研究報告
第 182 集　2014 年 1月

と
ん
ど
が
青
花
磁
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
見
近
島
城
跡
の
三
者
の
比
率
は
、
青
磁
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
白
磁

四
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
花
磁
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
の
比
率
は
一
乗
谷

の
比
率
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
終
焉
は
近
接
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
、

十
六
世
紀
第
3
四
半
期
の
組
成
を
示
し
て
い
よ
う
。

次
い
で
、こ
れ
ら
の
様
相
か
ら
、例
え
ば『
山
陰
に
お
け
る
中
世
後
期
の
貿
易
陶
磁
』

〔
山
陰
中
土
研
二
〇
〇
九
〕
所
収
の
伯
耆
・
出
雲
境
に
位
置
す
る
鳥
取
県
南
部
町
手
間
要

害
出
土
貿
易
陶
磁
比
率
を
み
て
み
る
と
、
青
磁
波
状
紋
帯
碗
・
線
描
蓮
弁
紋
碗
B
4

等
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
白
磁
皿
E
1
中
心
で
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
花
磁
碗
B
C
E

同
皿
Ｃ
群
を
中
心
に
三
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
〔
中
森
二
〇
〇
九
、
総
数
二
四
三
点
〕。

青
花
磁
皿
E
・
F
群
の
出
土
が
わ
ず
か
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
た
め
廃
絶
期
は
第
4
四

半
期
ま
で
下
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
貿
易
陶
磁
の
中
心
は
十
六
世
紀
中
葉
で
あ
る

こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
山
名
氏
の
因
幡
守
護
所
と
さ
れ
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
築
城
で
天
正
元

年
（
一
五
七
三
）
に
廃
城
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
鳥
取
市
天
神
山
遺
跡
の
貿
易
陶
磁
器

の
比
率
は
、
青
磁
線
描
蓮
弁
紋
碗
B
4
・
同
稜
花
皿
直
縁
碗
等
五
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

白
磁
皿
D
・
E
1
が
半
々
で
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
花
磁
皿
は
B
1
群
中
心
で
三
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
〔
中
森
二
〇
〇
九
、
総
数
一
二
〇
点
〕。
青
花
磁
碗
E
群
同
皿
E
群

が
わ
ず
か
に
出
土
し
て
い
る
た
め
天
正
元
年
ま
で
何
ら
か
の
遺
構
が
残
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
遺
跡
の
中
心
時
期
は
、
せ
い
ぜ
い
文
正
元
年
か
ら
半
世
紀
後
く
ら
い

ま
で
と
考
え
ら
れ
よ
う
）
24
（

。

な
お
、
青
釉
・
緑
釉
型
押
陶
器
皿
が
と
も
に
出
土
し
た
博
多
遺
跡
群
一
二
四
次
S 

K
二
三
六
と
北
勢
山
田
城
跡
出
土
遺
物
群
は
、
近
接
し
た
時
期
と
想
定
さ
れ
る
が
、

貿
易
陶
磁
器
の
組
成
は
大
き
く
異
な
る
。
前
者
が
埋
納
遺
構
で
あ
る
こ
と
か
ら
単
純

な
比
較
は
難
し
い
が
、
白
磁
・
青
花
磁
の
比
率
か
ら
博
多
例
が
よ
り
新
し
い
時
期
の

遺
物
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
入
口
で
あ
る
港
湾
都

市
で
あ
る
博
多
の
場
合
は
、
他
所
よ
り
も
最
新
製
品
の
量
が
多
く
保
有
さ
れ
て
い
た

可
能
性
も
あ
り
、
本
例
を
も
っ
て
日
本
国
内
の
同
時
期
の
遺
跡
で
の
使
用
状
況
を
類

推
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
二
）　

非
日
常
的
器
種
の
様
相

詳
細
は
別
稿
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
食
膳
具
以
外
の
器
種
に
つ
い
て

も
付
言
し
て
お
く
。

小
野
正
敏
氏
は
、
日
常
の
碗
皿
と
対
照
的
な
白
磁
四
耳
壺
や
青
白
磁
梅
瓶
、
青
磁

香
炉
・
花
瓶
・
盤
・
壺
な
ど
を
非
日
常
の
「
威
信
材
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
一
定
階

層
以
上
の
表
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
〔
小
野
二
〇
〇
三
〕（
第
5

表
）。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
骨
董
品
で
あ
り
、
伝
世
品
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と

さ
れ
た
（
同
五
五
六
頁
）。

そ
れ
ら
が
も
つ
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
異
存
な

い
が
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
年
代
観
で
あ
る
。

　

ま
ず
青
磁
の
酒
海
壺
・
花
瓶
・
大
香
炉
等
に
つ
い
て
は
、
国
人
領
主
ク
ラ
ス
で
あ

れ
ば
、
な
ん
ら
か
は
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
青
磁
盤
は
、
さ
ら
に

下
の
階
層
と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
で
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
）
25
（

。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
す
べ
て
骨
董
品
だ
と
す
る
と
、
宋
元
の
い
わ
ゆ
る
袋
物
が
大
量

に
戦
国
期
の
日
本
へ
入
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
き

て
、
伝
世
さ
れ
て
き
た
も
の
も
い
く
ら
か
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
大
多

数
の
龍
泉
窯
系
青
磁
は
、
十
五
世
紀
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。

　

近
年
、
明
代
龍
泉
窯
青
磁
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
お
り
〔
大
阪
市
立
東

洋
陶
磁
美
術
館
編
二
〇
一一
〕、
す
で
に
青
磁
盤
・
酒
海
壺
・
花
瓶
に
つ
い
て
は
、
明
代

の
製
品
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
鶴
巻
二
〇
〇
一
、
亀
井
編
二
〇
〇
二
〕（
第
8
図
）。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
小
野
氏
が
集
成
さ
れ
た
一
覧
表
（
表
5
）
の
中
の
少

な
か
ら
ず
の
青
磁
製
品
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ど
れ

く
ら
い
た
て
ば
伝
世
品
と
い
え
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
十
五
世
紀
の
搬
入
後
一



65

［戦国期武家の日常使いの貿易陶磁の実像］……水澤幸一

世
紀
も
し
く
は
先
述
し
た
龍
泉
窯
系
青
磁
の
生
産
終
了
以
後

半
世
紀
を
経
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
十
六
世
紀
後
半
の
遺
跡

か
ら
の
出
土
を
一
応
伝
世
品
と
仮
定
す
る
と
、
そ
れ
は
第
5

表
の
四
十
三
遺
跡
中
十
一
遺
跡
の
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
保

有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
他

の
遺
跡
は
、
通
常
の
サ
イ
ク
ル
で
使
用
・
廃
棄
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
高
級
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
膳

具
に
比
べ
て
搬
入
か
ら
廃
棄
に
至
る
ス
パ
ン
は
長
く
な
る
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
伝
世
と
は
い
い
が
た
い
通
有
の
保
有

期
間
と
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
）
26
（

。

　

次
い
で
、
青
白
磁
梅
瓶
で
あ
る
）
27
（

。
内
野
正
氏
の
集
成
に
よ

れ
ば
、
最
も
多
く
出
土
す
る
の
が
鎌
倉
で
、
搬
入
の
盛
期
は

十
三
世
紀
後
半
〜
十
四
世
紀
前
半
と
さ
れ
る
〔
内
野
一
九
九
二
〕。

ま
た
、
そ
れ
以
降
の
出
土
品
に
つ
い
て
は
、「
鎌
倉
以
来
の
名

家
で
あ
る
こ
と
の
証
と
し
て
、
青
白
磁
梅
瓶
が
伝
世
さ
れ
て

い
た
可
能
性
」
を
考
え
ら
れ
て
い
る
（
九
十
八
頁
）。
鎌
倉
を

除
い
た
内
野
氏
集
成
の
一
覧
表
の
八
十
六
遺
跡
中
、
多
く
見

積
っ
て
も
二
十
数
遺
跡
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
が
十
五
世

紀
以
降
の
遺
構
に
伴
っ
て
出
土
し
た
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
と

い
え
よ
う
。
合
わ
せ
て
、
内
野
氏
の
集
成
と
同
時
期
の
資
料

集
成
で
あ
る『
日
本
出
土
の
貿
易
陶
磁（
東
日
本
編
）』二
冊〔
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
一
九
九
四
〕
か
ら
青
白
磁
梅
瓶
を
抽
出
す
る

と
、
二
二
四
一
遺
跡
中
）
28
（

六
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
一
二
九
遺
跡
か

ら
の
出
土
が
あ
り
、
内
八
十
一
が
鎌
倉
遺
跡
群
か
ら
の
出
土

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
除
く
と
四
十
六
遺
跡
二
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
十
五
世
紀
以
降
の
出
土

例
は
、
可
能
性
を
含
め
て
十
四
例
と
な
る
）
29
（

。
し
た
が
っ
て
正

第5表　主要な中国陶磁威信財の確認例（小野 2003 より転載）

・遺跡名欄の※は、筆者は実見しておらず、報告書からの判断による。
・酒海壺欄のｈは牡丹文などのへら文様、ｍは無文、ｓは縞文を表す。

・庭園欄の■は発掘の結果、庭園がなかった遺跡、○は庭園が確認された遺跡を示す。

遺跡名 梅瓶・
四耳壺

青磁
盤

青磁
酒海壺

青磁
花生

青磁太
鼓胴盤

天目茶碗・
茶入・茶壺

元様式
染付 そ の 他 庭園 備 考

矢不来館 ○ ○ 染付水注 北海道 15 中 1457 年か火事
浪岡城 ○ ○ ○ ○ ○ 白磁陶枕 ■ 青森・北畠氏 16 後
根城 ○ ○ ○ h ○ 青磁馬上杯、青白磁水注、堆朱 ■ 青森・南部氏 16 後
聖寿寺館 ○ ○ ○ ○ 瑠璃釉水注、染付瓶、青磁天目台か 青森・南部氏 15 ～ 16 1539 年火事か
丸子館 ○ ○ ○ ○ 青白磁水注・小壺、青磁浮牡丹花瓶 岩手・鬼柳氏 15 中 火事
小田島城 ○ ○ ○ h ○ ○ 青白磁合子、大香炉、泉州系洗 山形・東根氏 15 後
藤島城 ○ ○ ○ ○ 山形・土佐林氏 15 後 1477 年火事か
江上館 ○ ○ ○ ○ ○ 粉青沙器瓶子 ■ 新潟・中条氏 15 後
堀越館 ○ ○ 青磁大香炉 新潟・SX34 15 中 1423 年火事か
至徳寺 ○ ○ ○m ○ ○ 玉壺春 釉裏紅碗、染付輪花鉢、青磁水注 新潟・上杉氏寺院 15 後
高梨館 ○ ○ ○ ○ ○ 長野・中野氏 15 後 1461 年か火事
小曽崖城 ○ 玉壺春 青磁浮牡丹大香炉 長野・新野（中野）氏 15 中
大倉崎館 ○ ○ ○ 青磁浮牡丹大香炉 ■ 長野 15 中 火事

朝倉館 ○ ○ s ○ ○ ○ 酒海壺・
盤 高麗青磁陶枕、白磁瓜形鉢、五管瓶、洗 ○ 福井・朝倉氏 16 後 1573 年

金山城 ○ ○ ○ h ○ ○ 青磁大香炉・袴腰香炉 群馬・横瀬氏 ～ 16 後 火事
武田館 ○ ○ ○ h ○ ○ 酒海壺 ○ 山梨・武田氏 16 後
新府城 ○ ○ ○ 龍文褐釉四耳壺、青磁琮型花生 山梨・武田勝頼 16 後
八王子城 ○ ○ ○ h ○ ○ ベネチアングラス ○ 東京・北条氏照 16 後
本佐倉城 ○ ○ ○ ○ ○ 千葉・千葉市 16 後
臼井城 ○ ○ ○ 千葉・原氏 16 後
一宮城 ○ ○ 千葉・正木氏 16
大野城 ○ ○ 千葉・狩野氏 15 後
篠本城 ○ ○ 千葉・ 15 前
青鳥城 ○ ○ 高麗青磁梅瓶、青磁大香炉 埼玉
河越館 ○ ○ ○ 青磁花瓶、泉州系洗、青白磁合子 埼玉 ～ 16 初 火事 1368 か 1494 か
小田城 ○ ○ ○ h ○ ○ ○ 高麗青磁瓶か・青白磁小壺 ○ 茨城・小田氏 16 後 火事
祇園城 ○ ○ ○ ○ 青磁浮牡丹大香炉・擂座茶入 栃木・小山氏 15 中 1439 年か火事
飛山城 ○ ○ ○ h ○ ○ 白磁火屋香炉？ 栃木・芳賀氏 14 後 1341 か 63 年
梁川城※ ○ ○ ○ s ○ 福島・伊達氏 16 前
小塙城 ○ ○ ○ ■ 福島 15 後 1474or92 火事
松岡城 ○ ○ ○ 青磁琮型花生 長野 15 後
江馬館 ○ ○ ○ ○ 高麗青磁碗・青白磁透香炉・水注 ○ 岐阜・江馬氏 15 中
尾崎城 ○ ○ ○m ○ ○ ○ 稜花皿 青磁馬上杯、朝顔型天目 ■ 岐阜 15 中
東氏館※ ○ ○ ○ 青白磁合子、水注、瀬戸擂座茶入 ○ 岐阜・東氏 15 中
小川城 ○ ○ ○ s ○ 袴腰香炉、泉州系洗 静岡 15 後 火事
大宮城 ○ ○ ○ ○ ○ 高麗青磁か、泉州系洗 静岡・富士大宮司 ～ 15 後
葛山館 ○ ○ ○ ○ 泉州系洗、瀬戸擂座 静岡 ～ 15 前 火事

山名館 ○ ○ ○ 青白磁合子、青磁花瓶 鳥取・山名氏 15 後 火事
富田城 ○ ? ○ ○ 磁州窯鉄絵壺、青磁大花瓶 島根・尼子氏 15 後 火事
大内館 ○ ○ ○ ○ 高麗青磁陶枕 ○ 山口・大内氏 16 後
湯築城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高麗青磁瓶子 ○ 愛媛・河野氏 16 後
勝瑞館 ○ ○ ○ ○ 染付扁壷 ○ 徳島・三好氏
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第8図　青磁酒海壺の形態変化
（鶴巻 2001 より転載）
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確
に
は
、
個
々
の
事
例
に
当
た
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、
鎌
倉
を
除
い
た
出
土
遺

跡
例
の
数
割
が
伝
世
の
可
能
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

時
期
的
に
は
、口
縁
部
が
外
へ
鋭
角
に
挽
き
だ
さ
れ
る
タ
イ
プ
が
十
二
世
紀
以
前
、

日
本
で
最
も
一
般
的
な
口
縁
下
が
ふ
く
ら
む
蛭
口
の
口
縁
が
十
三
世
紀
代
、
外
反
口

縁
が
新
安
沈
船
例
か
ら
十
四
世
紀
と
な
ろ
う〔
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
編
一
九
九
四
）
30
（

〕。

そ
し
て
青
白
磁
梅
瓶
や
白
磁
四
耳
壺
・
水
注
等
は
、
小
野
正
敏
氏
が
鎌
倉
を
源

泉
と
す
る
価
値
観
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
室
町
殿
の
「
君
台
観
左
右
帳
記
」〔
小
野

二
〇
〇
三
〕
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
も
は
や
中
国
で
は
生
産

さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
求
め
よ
う
が
な
い
器
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
し
た
が

っ
て
当
時
の
価
値
体
系
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ま
た
当
然
な
が
ら
、
当
時
の
日
本
の
支
配
階
層
の
人
々
が
古
物
と
考
え

て
い
た
こ
と
と
、
実
際
に
古
物
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
尚
古

の
気
風
が
実
際
以
上
の
年
代
観
を
与
え
る
こ
と
は
現
代
で
も
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

な
お
、
最
後
に
加
え
る
と
、
戦
国
期
の
上
層
階
層
の
人
々
が
求
め
た
も
の
は
、
あ

く
ま
で
も
堆
朱
盆
や
食
籠
と
い
っ
た
唐
物
漆
器
で
あ
り
、
胡
銅
と
よ
ば
れ
た
金
属
製

唐
物
で
あ
っ
た
〔
水
澤
二
〇
〇
九ａ
〕。
陶
磁
器
奢
侈
品
は
、そ
れ
ら
の
代
替
品
で
あ
り
、

補
完
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
ラ
ン
ク
下
の
器
物
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は

お
そ
ら
く
鎌
倉
か
ら
室
町
の
武
家
に
お
い
て
も
同
様
で
、
彼
ら
の
価
値
体
系
に
禅
宗

が
持
ち
込
ん
だ
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
〔
橋
本
二
〇
一一
〕。

お
わ
り
に

以
上
、
貿
易
陶
磁
器
食
膳
具
を
中
心
に
十
五
世
紀
中
葉
〜
十
六
世
紀
中
葉
の
様
相

を
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
十
五
世
紀
代
は
青
磁
が
圧
倒
的
比
率
を
占
め
て
お
り
、

十
五
世
紀
中
葉
の
青
花
磁
の
出
現
期
か
ら
十
六
世
紀
第
1
四
半
期
ま
で
の
定
着
期

は
、
一
部
の
高
級
品
が
政
治
的
最
上
位
階
層
に
保
有
さ
れ
た
も
の
の
、
貿
易
陶
磁
器

の
主
流
と
な
る
ほ
ど
の
流
入
量
に
は
達
せ
ず
、
社
会
に
そ
の
存
在
を
認
知
さ
せ
る
段

階
に
留
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
青
花
磁
が
量
的
に
広
く
日
本
社
会
に
浸
透
す
る
に
は
十
六
世
紀
中
葉
を
ま

た
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
時
期
は
白
磁
皿
が
よ
り
多
く
を
占
め
る
こ
と

か
ら
、
青
花
磁
が
出
土
品
の
中
で
主
体
を
占
め
る
時
期
は
一
五
七
〇
年
代
の
天
正
年

間
以
降
に
ず
れ
込
む
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。

ま
た
碗
皿
で
は
、
十
六
世
紀
以
降
白
磁
・
青
花
磁
皿
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
碗
は
青

磁
か
ら
青
花
磁
へ
と
移
る
が
、
主
体
的
に
は
漆
器
椀
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

今
回
は
、
蓄
積
の
少
な
い
戦
国
期
武
家
の
日
常
使
い
の
貿
易
陶
磁
の
実
像
を
追
っ

て
き
た
。
本
稿
が
戦
国
期
陶
磁
器
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
遺
物
の
見
学
等
に
あ
た
っ
て
は
、
下
記
の
方
々
よ
り
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ

た
。
記
し
て
謝
意
を
呈
す
る
（
敬
称
略
）。

冨
山
正
明
・
南
洋
一
郎
（
諏
訪
間
興
行
寺
遺
跡
）、
中
村　

敦
・
小
森
俊
寛
・
馬

瀬
智
光
・
柴
田
圭
子
（
山
科
本
願
寺
跡
）、
西
尾
克
己
・
舟
木　

聡
（
新
宮
谷
遺
跡
・

富
田
川
河
床
遺
跡
）、
續
伸
一
郎
（
堺
環
濠
都
市
遺
跡
）、
岡
田
章
一
（
宮
内
堀
脇
遺

跡
）、
大
庭
康
時
・
佐
藤
一
郎
・
田
上
勇
一
郎
（
博
多
遺
跡
群
）

註（
1
）　

た
だ
し
、
十
六
世
紀
第
4
四
半
期
の
安
土
城
以
降
の
編
年
が
無
効
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
変
遷
は
お
そ
ら
く
理
論
的
に
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
職
豊
期
以
前
の
城
郭
に

つ
い
て
も
先
進
的
な
技
術
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
職
豊
権
力
が
勢
力
範
囲
の
拡
大
と

と
も
に
他
地
域
の
築
城
技
術
を
学
ん
で
自
領
の
城
郭
に
活
か
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
な
お
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
千
田
氏
自
身
の
指
摘
が
あ
る
〔
千
田
二
〇
〇
〇
、

Ⅱ
―
3
「
職
豊
系
城
郭
の
成
立
」
註
10
〕。
ま
た
、
個
々
の
パ
ー
ツ
が
職
豊
期
以
前
に
遡
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
中
井
均
氏
の
論
考
を
参
照
の
こ
と
〔
中
井
二
〇
〇
九
〕。

（
2
）　

前
稿
で
取
り
上
げ
た
遺
跡
は
、
越
前
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
、
越
後
御
館
の
乱
の
鮫
ヶ
尾
城
跡
、

瀬
戸
内
芸
予
諸
島
の
見
近
島
城
跡
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
西
国
に
お
い
て
は
、
該
期
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の
瀬
戸
・
美
濃
製
品
の
流
通
量
が
少
な
い
た
め
、
よ
り
普
遍
的
な
貿
易
陶
磁
器
を
も
っ
て
年

代
基
準
と
し
た
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
が
、
西
国
の
瀬
戸
・
美
濃
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
藤
澤
良
祐
氏
の
ま
と
め
が
あ
る
。「
富
田
川
河
床
・
湯
築
城
・
勝
瑞
館
で
は
、
大
窯
1

段
階
（
湯
築
城
・
勝
瑞
館
は
後
Ⅳ
期
新
段
階
か
ら
）
に
出
土
量
が
急
増
し
、（
中
略
）
こ
れ
ら

の
遺
跡
で
は
、
第
3
段
階
前
半
に
か
け
て
大
窯
製
品
の
出
土
量
は
減
少
す
る
。
こ
れ
も
東
国

的
と
い
え
る
が
、
衰
退
・
廃
絶
す
る
湯
築
城
・
勝
瑞
館
を
除
く
と
第
3
段
階
後
半
か
ら
第
4

段
階
に
か
け
て
出
土
量
が
再
び
増
加
す
る
」〔
藤
澤
二
〇
一
〇
、二
十
七
頁
〕。

（
3
）　

個
々
の
ト
レ
ン
チ
の
面
積
は
、
一
部
を
除
い
て
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
主
郭
全
体
図
か
ら
土

塁
部
分
を
除
い
た
面
積
を
算
出
し
た
。

（
4
）　

報
告
書
〔
喜
多
方
市
教
委
二
〇
〇
八
〕
に
は
、
一
点
の
み
青
磁
箆
描
蓮
弁
紋
碗
（
B 

2
）
の

体
部
片
（
22
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
の
青
磁
碗
は
す
べ
て
端
反
碗
で
あ
る
。
な
お
、

青
磁
端
反
碗
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
白
磁
ビ
ロ
ー
ス
ク
タ
イ
プ
Ⅲ
類
の
端
反
碗
（
23
）
が

認
め
ら
れ
る
。

（
5
）　

報
告
書
図
版
16
の
青
磁
端
反
碗
（
42
）
は
、
火
中
し
た
た
め
か
釉
が
く
す
ん
で
い
る
が
、
詳

細
に
観
察
す
る
と
体
部
下
半
に
線
描
状
の
蓮
弁
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
内
底
輪
剥
で
も
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
意
匠
は
珍
し
い
。
な
お
同
図
版
の
35
は
、
箆
描
蓮
弁
紋
碗
の
よ
う
に
図
化
さ
れ

て
い
る
が
、
細
鎬
蓮
弁
紋
碗
で
あ
り
、
同
38
は
Ⅲ
類
の
無
紋
碗
で
あ
る
。

（
6
）　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
場
合
、
よ
り
モ
ノ
の
入
り
方
が
少
な
い
会
津
新
宮
城
跡
で
出
土
し

て
い
る
青
磁
鎬
蓮
弁
紋
碗
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
7
）　

こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
一
一
八
頁
で
も
繰
り
返
し
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同

一
報
告
者
に
よ
る
「
第
Ⅳ
章　

遺
物
」
の
「
3　

第
Ⅲ
期
炭
化
物
層
お
よ
び
第
Ⅲ
期
の
概
要
」

で
は
、「
建
物
跡
に
残
る
炭
化
物
堆
積
面
と
火
事
場
整
理
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
炭
化
物
堆
積
層

か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
そ
の
多
く
が
後
者
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
現
位
置
を
水
平
方
向
に

人
為
的
に
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
接
合
関
係
な
ど
か
ら
建
物
跡
に
伴
う
一
つ
の
遺

物
群
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
」（
六
十
八
頁
）
と
記
述
し
て
お
り
、「
第
Ⅴ
章　

ま
と
め
」

と
の
整
合
性
を
欠
く
。

（
8
）　

報
告
書
「
ま
と
め
」
に
は
、「
第
Ⅳ
期
の
造
成
は
最
大
に
広
が
り
、
敷
地
面
積
は
過
去
最
大

と　

な
る
一
方
で
、遺
構
は
極
め
て
少
な
く
（
中
略
）
構
造
物
は
東
に
集
中
し
、規
模
も
小
さ
い
」

（
一
一
四
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
遺
構
の
説
明
で
も
「
上
層
の
二
時
期
（
筆
者
註
：
第
Ⅲ
・
Ⅳ
期
）

が
大
規
模
な
造
成
を
伴
う
「
興
行
寺
」
関
連
の
も
の
で
あ
る
」（
七
頁
）
と
あ
る
。
た
だ
し
第

Ⅲ
期
の
火
災
後
の
興
行
寺
の
復
興
は
、
遺
物
分
布
状
況
か
ら
み
て
西
側
に
集
中
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
火
災
後
の
復
旧
と
Ⅳ
期
の
造
成
は
、
別
時
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）　

冨
山
氏
は
「
西
光
寺
・
興
行
寺
系
図
」
に
「
大
谷
住
」
の
記
載
が
一
四
四
三
年
〜
十
六
世

紀
初
頭
ま
で
み
ら
れ
る
と
す
る
〔
報
告
書
一
一
八
頁
〕
が
、
筆
者
は
「
玄
真
」
が
康
正
元
年

（
一
四
五
五
）
に
寂
し
た
の
を
嚆
矢
と
し
て
、「
妙
秀
」
が
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）「
日
野
一

流
系
図
中
の
大
谷
一
流
諸
家
系
図
四
（
興
行
寺
系
図
）」
も
し
く
は
同
三
年
（
一
四
八
九
）「
別

格
諸
寺
系
図
中
の
西
光
寺
・
興
行
寺
系
図
」
に
卒
し
た
以
降
の
記
載
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
他
は
、
後
述
す
る
「
祐
存
」
が
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
に
卒
し
、
明

応
元
年
（
一
四
九
二
）
に
荒
川
で
卒
し
た
「
祐
慶
」
が
始
め
大
谷
に
住
し
た
と
い
う
。
以
上
、

四
名
に
「
大
谷
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
開
基
の
「
玄
真
」
は
、「
興
行
寺
文
書
」〔
越
前
・

若
狭
一
九
八
〇
〕
に
よ
れ
ば
、
大
谷
に
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
に
入
る
も
応
永
十
八
年

（
一
四
一
一
）
に
は
荒
川
に
道
場
を
建
て
た
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
玄
真
」
は
、
康
正
元
年

（
一
四
五
五
）
の
臨
終
に
先
立
ち
由
緒
の
地
「
大
谷
」
に
戻
っ
て
「
籠
居
」（
＝
隠
居
）
し
た

も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
荒
川
で
興
行
寺
を
伝
え
た
「
祐
慶
」（
蓮
実
）
を
除
き
、

一
番
遅
く
ま
で
大
谷
に
住
し
た
「
妙
秀
」
は
、右
の
「
興
行
寺
文
書
」
に
よ
れ
ば
「
貳
男
妙
宗
」

と
出
て
く
る
が
、「
流
浪
の
身
と
な
」
る
と
記
さ
れ
、
系
図
に
も
「
元
時
衆
」「
遁
世
」
と
の

注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
祐
存
」
が
文
明
七
年
に
討
た
れ
て
興
行
寺
が
炎

上
し
た
後
、「
妙
秀
」
が
大
谷
に
戻
っ
て
庵
を
結
ん
で
十
数
年
住
し
た
と
考
え
、
興
行
寺
Ⅲ
期

の
火
災
面
後
の
居
住
者
に
あ
て
て
お
き
た
い
。

　
　
　

な
お
、
報
告
書
一
一
八
頁
「「
興
行
寺
」
に
つ
い
て
」
は
、「
華
蔵
院
」
及
び
家
系
図
の
年
代

を
一
世
紀
誤
記
し
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

（
10
）　

ち
な
み
に
Ⅱ
期
は
十
五
世
紀
後
半
〜
十
六
世
紀
中
頃
と
さ
れ
、
図
十
六
で
は
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期
の

間
の
破
線
の
下
に
応
仁
の
乱
一
四
六
七
年
を
記
す
。　

（
11
）　

各
遺
物
群
の
田
中
氏
に
よ
る
時
期
比
定
は
、
図
1
（
H
K
T
四
二
S 

D
七
三
五
）
十
四
世
紀

後
半
〜
十
五
世
紀
前
半
頃
、
図
2
（
H
K
T
九
四
S 

D
一
〇
二
）
十
四
世
紀
後
半
〜
十
五
世
紀

前
半
頃
、図
3
（
H
K
T
一
二
四
S 

D
七
四
二
）
十
四
世
紀
後
半
〜
十
五
世
紀
前
半
、
図
3
（
H

K 

T
一
二
四
S 

D
七
四
一
）
十
五
世
紀
前
半
〜
中
頃
、
図
4
（
H
K
T
一
一
一
S 

D
一
五
六
）

十
五
世
紀
前
半
〜
中
頃
、
図
5
（
H
K
T
―
R
―
3
Ｓ
Ｅ
一
〇
七
・
S 

K
九
三
）
十
五
世
紀

前
半
〜
中
頃
、
図
6
（
H
K
T
―
R
―
2　

E
―
〇
八
区
Ⅰ
面
下
）
十
五
世
紀
前
半
〜
中
頃

で
あ
る
。
な
お
、
図
7
図
以
降
は
、
十
六
世
紀
以
降
の
遺
物
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
す
る
と

自
身
の
言
に
あ
る
「
十
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
ど
こ
か
ら
も
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
」〔
大
庭

二
〇
一
一
〕
と
い
う
時
期
の
遺
物
は
博
多
で
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
12
）　

吉
岡
康
暢
氏
は
、
青
磁
雷
紋
帯
碗
の
出
現
時
期
を
一
四
二
〇
年
前
後
と
し
て
お
り
、
そ
の
根

拠
と
し
て
、
筆
者
が
存
続
年
代
の
上
限
を
廃
棄
時
期
に
求
め
て
お
り
、
中
国
の
碗
皿
類
は
搬
入

か
ら
廃
棄
ま
で
に
常
識
的
に
二
十
年
程
度
の
耐
久
期
間
が
想
定
さ
れ
る
た
め
と
し
た
〔
吉
岡

二
〇
一
一
〕。
し
か
し
一
般
的
に
二
十
年
ほ
ど
の
耐
久
性
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
運
搬
時

に
壊
れ
る
場
合
や
搬
入
後
間
を
お
か
ず
壊
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
青
磁

雷
紋
帯
碗
に
つ
い
て
廃
棄
時
に
み
る
初
現
で
あ
る
一
四
四
〇
年
頃
を
も
っ
て
出
現
年
代
と
考

え
る
。
そ
し
て
使
用
の
ピ
ー
ク
は
、
首
里
城
京
の
内
や
諏
訪
間
興
行
寺
第
Ⅲ
期
例
か
ら
十
五
世

紀
第
3
四
半
期
と
み
る
。
吉
岡
氏
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
一
四
二
〇
年
頃
を
初
現
と
す
る
と
、

そ
の
後
三
十
〜
五
十
年
を
経
て
よ
う
や
く
出
土
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
い
う
現
象
は
、
上
の
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耐
久
性
か
ら
み
て
も
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　

な
お
吉
岡
氏
は
、
十
三
湊
遺
跡
群
で
青
磁
雷
紋
帯
碗
等
が
出
土
し
な
い
理
由
と
し
て
、
安
藤

氏
と
南
部
氏
と
の
抗
争
が
激
化
し
た
一
四
二
〇
年
代
以
降
港
湾
へ
寄
航
す
る
廻
船
が
減
少
し

た
た
め
と
す
る
〔
吉
岡
二
〇
一
一
、一
五
四
頁
〕。
し
か
し
一
四
三
二
年
の
火
事
場
整
理
遺
構

を
含
め
一
片
の
出
土
も
な
い
こ
と
は
、
説
明
が
つ
か
な
い
も
の
と
考
え
る
。

（
13
）　
〔
西
尾
ほ
か
二
〇
一
二
〕
一
一
六
頁
所
載
の
表
2
「
新
宮
谷
館
跡
出
土
貿
易
陶
磁
器
一
覧
（
破

片
数
）」
で
は
、先
の
二
四
六
九
点
の
内
、青
磁
一
八
五
点
（
青
磁
全
体
の
四
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、

白
磁
七
一
二
点
（
白
磁
全
体
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
）、
青
花
一
七
八
点
（
青
花
全
体
の
二
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
）
の
合
計
一
〇
七
五
点
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
が
分
類
報
告
さ
れ
て
い
る
。
青

花
の
調
査
割
合
が
低
い
が
、
こ
と
皿
に
関
し
て
は
一
六
三
点
中
六
十
六
点
の
四
十
一
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
り
、
他
と
同
程
度
の
調
査
率
と
な
る
。

（
14
）　

南
方
の
九
十
六
・
九
十
七
年
調
査
区
か
ら
漆
刷
毛
や
箆
、
漆
漉
布
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
漆
工
人
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
が
、
漆
器
の
多
く
は
完
成
品
で
北
方
の
九
十
五
年
調
査
区

か
ら
の
出
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
実
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
岡
田

氏
は
、
非
日
常
の
土
器
と
漆
器
椀
が
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
〔
報
告
書
一
七
五
頁
〕

が
、
そ
の
よ
う
な
出
土
状
況
は
認
め
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
や
全
国
的
に
十
六
世
紀

代
の
日
常
使
い
の
椀
に
は
漆
器
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
〔
水
澤
二
〇
〇
九
b
〕
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
従
え
な
い
。

（
15
）　

こ
れ
ら
の
各
器
種
に
つ
い
て
も
、
青
花
磁
外
反
皿
↓
（
白
磁
全
面
施
釉
内
湾
皿
）
↓
青
磁
線

細
蓮
弁
紋
碗
（
B 

4
）
↓
（
青
磁
腰
折
皿
）
↓
白
磁
外
反
皿
↓
青
磁
稜
花
皿
の
順
で
出
現
す

る
と
考
え
て
い
る
〔
水
澤
二
〇
〇
九
b
二
二
九
頁
表
1
〕。

（
16
）　

実
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
青
磁
二
四
八
点
、
白
磁
二
一
五
点
、
青
花
磁
四
六
〇
点
を

カ
ウ
ン
ト
し
た
が
、
特
に
青
磁
と
青
花
磁
は
報
告
書
の
点
数
よ
り
か
な
り
少
な
く
、
誤
差
の

範
囲
で
は
片
付
け
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
一
〇
年
に
柴
田
圭
子
氏

よ
り
調
査
時
の
画
像
デ
ー
タ
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
も
と
に
再
カ
ウ
ン
ト
し
た
と
こ

ろ
、
青
磁
七
十
点
、
青
花
磁
四
十
点
ほ
ど
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
で
報
告
書
数

値
の
九
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
概
ね
の
傾
向
を
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
柴

田
氏
の
ご
厚
情
ご
高
配
に
感
謝
す
る
。

（
17
）　

他
に
五
彩
製
品
三
個
体
や
建
盞
を
含
む
舶
載
天
目
茶
碗
の
存
在
も
注
目
さ
れ
る
が
、
出
土
品

と
し
て
陶
磁
器
以
上
に
重
要
な
遺
物
と
し
て
蒔
絵
や
堆
黒
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
堆
黒
等

の
漆
器
製
品
は
、
金
属
瓶
（
胡
銅
）
類
と
と
も
に
支
配
階
級
の
必
需
品
と
し
て
中
国
で
真
っ

先
に
買
い
求
め
ら
れ
、
将
軍
―
守
護
間
等
の
贈
答
品
と
し
て
用
い
ら
れ
た
財
物
で
あ
り
〔
水

澤
二
〇
〇
九
a
〕、
そ
の
実
物
が
破
片
と
は
い
え
出
土
し
た
こ
と
の
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。

（
18
）　

ま
た
柴
田
氏
は
、
市
村
高
男
氏
の
論
〔
市
村
二
〇
〇
四
〕
を
引
き
つ
つ
芸
予
諸
島
の
出
土
遺

物
か
ら
九
州
と
畿
内
を
結
ぶ
結
節
点
と
い
う
位
置
付
け
を
否
定
さ
れ
、
中
世
後
期
の
瀬
戸
内

海
の
流
通
を
備
前
以
西
と
以
東
で
二
分
さ
れ
た
〔
柴
田
二
〇
一
一
〕。
中
世
後
期
と
い
っ
て
も

一
括
り
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
地
域
ご
と
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

（
19
）　

白
磁
・
三
彩
の
大
▲
大
■
の
多
量
が
何
点
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一

応
五
点
と
し
て
計
算
し
た
。
ま
た
、
発
掘
調
査
の
常
と
し
て
位
置
が
特
定
で
き
な
い
遺
物
の

存
在
も
想
定
さ
れ
る
が
、
大
勢
に
影
響
が
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
は
お
く
。

（
20
）　

藤
澤
良
祐
氏
は
、
二
〇
〇
八
年
の
著
書
の
補
註
に
お
い
て
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
の
地

震
で
壊
滅
し
た
と
さ
れ
る
安
濃
津
遺
跡
出
土
品
を
も
っ
て
大
窯
成
立
期
と
し
、
こ
れ
ま
で
の

一
四
八
〇
年
代
と
い
う
年
代
観
を
下
ら
せ
て
い
る
（
五
四
〇
頁
）。

（
21
）　

遺
跡
概
要
は
「
勝
間
田
城
跡
」〔
菊
川
シ
ン
ポ
二
〇
〇
五
、一
四
七
〜
一
四
九
頁
〕
に
、
貿
易

陶
磁
器
内
訳
に
つ
い
て
は
「
貿
易
陶
磁
分
類
表
―
遠
江
」〔
菊
川
シ
ン
ポ
二
〇
〇
五
、四
〇
〇
頁
〕

に
拠
っ
た
が
、
白
磁
皿
の
数
値
が
一
段
ず
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
補
正
し
て
計
上

し
た
。

（
22
）　

白
磁
内
湾
皿
及
び
八
角
坏
等
の
D
群
は
十
五
世
紀
前
半
か
ら
出
現
し
て
い
る
の
で
、
半
分
と

し
た
。

（
23
）　

こ
れ
ら
の
遺
跡
で
は
、
大
型
の
青
磁
瓶
類
・
香
炉
・
盤
等
が
保
有
さ
れ
て
い
る
た
め
、
碗
皿

に
占
め
る
青
花
磁
の
比
率
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

（
24
）　

た
だ
し
、
発
掘
調
査
が
城
下
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
六
世
紀
第
2
四
半
期
以
降
山

城
部
分
に
主
居
住
空
間
を
移
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
25
）　

青
磁
盤
は
、
威
信
材
と
す
る
に
は
多
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
知
見
で
は
径
八
寸
以
下
の

製
品
を
通
常
の
碗
皿
に
準
ず
る
食
膳
具
と
し
、
そ
れ
以
上
の
径
の
も
の
を
ラ
ン
ク
分
け
す
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
青
磁
香
炉
に
つ
い
て
も
、
最
も
需
用
が
多
い
径
三
寸

前
後
の
筒
形
タ
イ
プ
と
そ
れ
以
外
の
香
炉
を
別
々
に
扱
う
必
要
が
あ
る
が
、
本
器
種
の
分
析

は
盤
と
用
途
が
異
な
る
た
め
別
個
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

（
26
）　

湯
築
城
跡
の
奢
侈
品
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
柴
田
圭
子
氏
は
、
一
三
一
個
体
中
、
六
割
以

上
を
青
磁
が
占
め
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
例
え
ば
最
も
点
数
の
多
い
香
炉
で
は
三
十
四
点
中

二
十
六
点
が
、そ
れ
に
次
ぐ
盤
で
は
二
十
六
点
中
二
十
四
点
が
明
以
降
（
十
四
世
紀
後
半
以
降
）

の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
〔
柴
田
二
〇
〇
五
〕。
し
た
が
っ
て
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
古
い
も
の
は
少
な
く
、
比
較
的
新
し
い
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
27
）　

な
お
、
青
白
磁
梅
瓶
よ
り
も
概
ね
古
い
白
磁
四
耳
壺
に
つ
い
て
の
伝
世
例
は
、
非
常
に
限
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
筆
者
の
乏
し
い
知
見
か
ら
で
も
小
野
氏
一
覧
表
中

の
浪
岡
城
跡
、
小
田
島
城
跡
、
至
徳
寺
遺
跡
、
河
越
館
跡
、
小
田
城
跡
、
飛
山
城
跡
、
湯
築

城
跡
等
は
、
よ
り
古
い
時
期
の
遺
構
に
伴
う
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
事
例
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
28
）　

資
料
集
は
、
報
告
書
ご
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
遺
跡
総
数
は
、
や
や
減
る
。

（
29
）　

資
料
集
と
内
野
氏
集
成
の
第
１
表
か
ら
伝
世
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
出
土
例
を
拾
う

と
、
以
下
の
三
十
一
例
を
あ
げ
ら
れ
る
。
根
城
跡
（
青
森
県
）、
笹
間
館
跡
、
岩
谷
堂
城
跡
（
以

上
岩
手
県
）、
今
泉
城
跡
（
宮
城
県
）、
泉
城
跡
、
東
館
跡
、
三
春
城
跡
（
以
上
福
島
県
）、
屋
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代
B
遺
跡
（
茨
城
県
）、
田
端
遺
跡
（
群
馬
県
）、
忍
城
跡
、
加
納
城
跡
（
以
上
埼
玉
県
）、
小

金
城
跡
、
一
宮
城
城
之
内
（
以
上
千
葉
県
）、
勝
沼
城
跡
、
八
王
子
城
跡
（
以
上
東
京
都
）、
江

上
館
跡
、
小
木
ノ
城
跡
（
以
上
新
潟
県
）、
蓮
花
寺
遺
跡
（
富
山
県
）、
普
正
寺
遺
跡
（
石
川
県
）、

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
、豊
原
寺
跡
（
以
上
福
井
県
）、大
井
城
跡
（
長
野
県
）、満
願
寺
跡
遺
跡
（
静

岡
県
）、
江
馬
氏
館
跡
、
東
氏
館
跡
（
岐
阜
県
）、
新
庄
城
遺
跡
（
滋
賀
県
）、
河
津
館
跡
、
有

岡
城
跡
（
以
上
兵
庫
県
）、根
来
寺
坊
院
跡
（
和
歌
山
県
）、尾
高
城
跡
（
鳥
取
県
）、浜
の
館
（
熊

本
県
）。

（
30
）　

内
野
氏
は
、
紋
様
を
基
準
に
A
・
B
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
〔
内
野
一
九
九
二
〕
が
、
A
と

B
―
1
類
は
器
形
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
期
の
精
品
と
普
及
品
と
と
ら
え
ら
れ
、
B

―
2
類
は
外
反
口
縁
で
あ
る
こ
と
か
ら
時
期
が
下
る
も
の
と
考
え
た
い
。

市
村
高
男　

二
〇
〇
四　
「
中
世
西
日
本
に
お
け
る
流
通
と
海
運
」『
中
世
西
日
本
の
流
通
と
交
通
』

高
志
書
院

井
上
哲
郎　

二
〇
〇
五　
「
南
関
東
に
お
け
る
城
館
跡
出
土
陶
磁
器
―
そ
の
傾
向
と
歴
史
的
背
景
」

『
城
郭
と
中
世
の
東
国
』
高
志
書
院

井
上
哲
郎　

二
〇
一
一　
「
房
総
に
お
け
る
城
館
跡
出
土
の
貿
易
陶
磁
―
国
産
陶
器
と
の
共
伴
関
係

を
中
心
に
―
」『
貿
易
陶
磁
研
究
』
第
三
十
一
号

内
野　

正　

一
九
九
二　
「
青
白
磁
梅
瓶
小
考
」『
研
究
論
集
』
Ⅺ
、
東
京
都
埋
文
セ
ン
タ
ー

越
前
・
若
狭
一
向
一
揆
関
係
文
書
資
料
調
査
団
編　

一
九
八
〇　
『
越
前
・
若
狭
一
向
一
揆
関
係
資

料
集
成
』
同
朋
舎
出
版

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
編　

一
九
九
四　
『
宋
代
の
青
白
磁
』
中
国
陶
磁
シ
リ
ー
ズ
8

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
編　

二
〇
一
一　
『
明
代
龍
泉
窯
青
磁
―
大
窯
楓
洞
岩
窯
址
発
掘
成
果

展
』

大
庭
康
時　

二
〇
一
一　
「
博
多
研
究
会
二
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
討
論
の
概
要
」『
博
多
研
究

会
誌
』
二
〇
周
年
記
念
特
別
号

岡
田
章
一　

二
〇
〇
九　
「
出
土
土
器
・
陶
磁
器
の
検
討
」『
宮
内
堀
脇
遺
跡
Ⅰ
』
兵
庫
県
教
委

岡
田
章
一　

二
〇
一
一　
「
但
馬
国
守
護
山
名
氏
の
本
拠
と
土
器
―
宮
内
堀
脇
遺
跡
の
調
査
か
ら
」

『
考
古
学
と
室
町
・
戦
国
期
の
流
通
』
高
志
書
院

小
野
正
敏　

二
〇
〇
三　
「
威
信
材
と
し
て
の
貿
易
陶
磁
と
場
―
戦
国
期
東
国
を
例
に
」『
戦
国
時
代

の
考
古
学
』
高
志
書
院

小
野
正
敏　

二
〇
〇
六　
「
戦
国
期
の
都
市
消
費
を
支
え
た
陶
器
生
産
地
の
対
応
」『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
二
七
集

柏
田
有
香　

二
〇
〇
六　
「
建
物
に
つ
い
て
」『
京
都
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告　

平
成
一
七
年
度　

山
科
本
願
寺
跡
（
4
）』
京
都
市
文
化
市
民
局

亀
井
明
徳
編　

二
〇
〇
二　
『
明
代
前
半
期
陶
瓷
器
の
研
究
―
首
里
城
京
の
内
S
K
01
出
土
品
―
』

専
修
大
学
ア
ジ
ア
考
古
学
研
究
報
告
書
1

菊
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会　

二
〇
〇
五　
『
陶
磁
器
か
ら
見
る
静
岡
県
の
中
世
社
会　

資
料

編
』

木
更
津
市
教
委　

一
九
八
四　
『
真
里
谷
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

喜
多
方
市
教
委　

二
〇
〇
八　
『
会
津
新
宮
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
市
文
調
報
告
書
第
五
集

京
都
市
文
化
市
民
局　

二
〇
〇
六　
「
山
科
本
願
寺
跡
（
4
）」『
京
都
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告　

平
成
十
七
年
度
』

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編　

一
九
九
四　
『
日
本
出
土
の
貿
易
陶
磁
（
東
日
本
編
1
）』『
同
（
東
日

本
編
2
）』
歴
民
博
資
料
調
査
報
告
書
5

湖
北
町
教
委　

一
九
八
八　
『
史
跡　

小
谷
城
跡
』

埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館
編　

二
〇
〇
五　
『
戦
国
の
城
』
高
志
書
院

佐
藤
一
郎　

二
〇
一
一　
「
博
多
―
瀬
戸
内
と
東
シ
ナ
海
を
つ
な
ぐ
―
」『
考
古
学
と
室
町
・
戦
国
期

の
流
通
』
高
志
書
院

山
陰
中
世
土
器
検
討
会　

二
〇
〇
九　
『
山
陰
に
お
け
る
中
世
後
期
の
貿
易
陶
磁
』
第
八
回
資
料
集

市
浦
村
教
委　

二
〇
〇
〇　
『
十
三
湊
遺
跡
第
八
六
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
村
埋
文
報
告
第
十
一
集

市
浦
村
教
委　

二
〇
〇
三　
『
十
三
湊
遺
跡
第
一
四
五
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
村
埋
文
報
告
書
第

十
五
集

史
跡
を
活
用
し
た
体
験
と
学
習
の
拠
点
形
成
事
業
実
行
委
員
会
編　

二
〇
〇
五　
『
検
証　

比
企
の

城
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
埼
玉
の
戦
国
時
代
資
料
集

柴
田
圭
子　

二
〇
〇
一　
「
十
六
世
紀
中
葉
の
輸
入
陶
磁
器
の
再
評
価
―
中
国
・
四
国
地
方
の
遺
跡

を
中
心
に
―
」『
中
世
土
器
研
究
論
集
』

柴
田
圭
子　

二
〇
〇
四　
「
中
部
瀬
戸
内
の
流
通
と
交
通
」『
中
世
西
日
本
の
流
通
と
交
通
』
高
志
書

院

柴
田
圭
子　

二
〇
〇
五　
「
湯
築
城
跡
出
土
の
輸
入
陶
磁
器
奢
侈
品
に
関
す
る
考
察
」『
森
宏
之
君
追

悼
城
郭
論
集
』
織
豊
期
城
郭
研
究
会

柴
田
圭
子　

二
〇
〇
七　
「
湯
築
城
に
お
け
る
段
階
変
遷
と
年
代
観
再
考
」『
河
野
氏
と
湯
築
城
を
と

り
ま
く
諸
問
題
』
伊
予
の
遺
跡
と
中
世
史
研
究
会
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料

柴
田
圭
子　

二
〇
一
一　
「
瀬
戸
内
海
島
嶼
部
の
様
相
―
芸
予
諸
島
の
出
土
資
料
か
ら
―
」『
考
古
学

と
室
町
・
戦
国
期
の
流
通
』
高
志
書
院

島
根
県
教
委　

一
九
八
三　
『
史
跡
富
田
城
関
連
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
』

水
藤　

真　

一
九
七
五　
「
一
乗
谷
の
石
塔
・
石
仏
」『
一
乗
谷
石
造
物
調
査
報
告
書
Ⅰ
』
福
井
県
教

委

千
田
嘉
博　

二
〇
〇
〇　
『
職
豊
系
城
郭
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会

田
中
克
子　

二
〇
一
一　
「
博
多
遺
跡
群
出
土
の
中
国
陶
磁
器
と
対
外
貿
易
」『
博
多
研
究
会
誌
』

二
〇
周
年
記
念
特
別
号

引
用
参
考
文
献
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中
世
を
歩
く
会
編　

二
〇
一
〇　
『
城
館
の
年
代
観
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集　

埼
玉

續
伸
一
郎　

二
〇
一
一　
「
堺
環
濠
都
市
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
中
国
製
陶
磁
器
の
様
相
に
つ
い
て（
素

案
）」『
博
多
研
究
会
誌
』
二
十
周
年
記
念
特
別
号

鶴
巻
康
志　

二
〇
〇
一　
「
伝
至
徳
寺
跡
の
青
磁
酒
会
壺
と
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
」『
上
越
市
史
研
究
』

6

帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
編　

二
〇
〇
八　
『
戦
国
の
城
と
年
代
観
―
縄
張
研
究
と
考
古
学
の

方
法
論
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集

東
員
町
教
委　

一
九
八
四　
『
山
田
城
跡
発
掘
調
査
』
町
埋
文
調
査
報
告
二

冨
山
正
明　

二
〇
〇
八　
「
遺
物
」「
ま
と
め
」『
諏
訪
間
興
行
寺
遺
跡
』
県
埋
文
調
査
報
告
第
二
十

集

中
井　

均　

二
〇
〇
九　
「
検
出
遺
構
よ
り
み
た
城
郭
構
造
の
年
代
観
」『
戦
国
時
代
の
城
』
高
志
書

院

中
森　

祥　

二
〇
〇
九　
「
鳥
取
県
に
お
け
る
中
世
後
期
貿
易
陶
磁
の
様
相
」『
山
陰
に
お
け
る
中
世

後
期
の
貿
易
陶
磁
』
第
八
回
山
陰
中
世
土
器
検
討
会
資
料
集

新
潟
県
教
委　

二
〇
〇
一　
『
堀
越
館
跡
』
県
埋
文
調
査
報
告
書
第
九
九
集

西
尾
克
己
・
舟
木　

聡
・
守
岡
正
司　

二
〇
一
二　
「
安
来
市
新
宮
党
館
跡
出
土
の
陶
磁
器
」『
古
代

文
化
研
究
』
第
二
十
号

西
ヶ
谷
恭
弘　

二
〇
〇
四　
「
只
見
町
の
中
世
」『
只
見
町
史
第
一
巻
通
史
編
一
』

西
川
幸
治　

一
九
九
七　
「
蓮
如
の
町
づ
く
り
―
寺
内
町
と
城
下
町
の
比
較
考
察
」『
講
座
蓮
如
』
第

四
巻
、
平
凡
社

祢
津
宗
伸　

二
〇
〇
三　
「
大
鑑
清
規
と
五
山
文
学
に
お
け
る
喫
茶
の
諸
形
態
―
中
世
信
濃
か
ら
の

視
角
」『
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
九
号

祢
津
宗
伸　

二
〇
〇
四　
「
中
世
信
濃
の
喫
茶
―
開
善
寺
文
書
、
守
矢
文
書
、
定
勝
寺
文
書
、
湯
瓶

お
よ
び
瓦
質
風
炉
に
よ
る
考
察
」『
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
十
号

博
通
ほ
か
編　

二
〇
〇
三　
『
史
蹟
建
長
寺
境
内
』

橋
本　

雄　

二
〇
一
一　
『
中
華
幻
想
―
唐
物
と
外
交
の
室
町
時
代
史
』
勉
誠
出
版

兵
庫
県
教
委　

二
〇
〇
九　
『
宮
内
堀
脇
遺
跡
Ⅰ
』
県
文
化
財
調
査
報
告
第
三
六
五
冊

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館　

二
〇
一
〇　
『
戦
国
時
代
の
守
護
山
名
氏
の
城
と
戦
い
』
特
別
展
図
録

平
松
令
三
編　

一
九
七
五　
「
西
光
寺
・
興
行
寺
系
図
」『
真
宗
史
料
集
成
第
七
巻
伝
記
・
系
図
』
同

朋
舎

広
瀬
町
教
委　

一
九
八
二　
『
新
宮
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

福
井
県
埋
文　

二
〇
〇
八　
『
諏
訪
間
興
行
寺
遺
跡
』
県
埋
文
調
査
報
告
第
二
〇
集

福
岡
市
教
委　

二
〇
〇
四　
『
博
多
八
七
―
博
多
遺
跡
群
第
一
二
四
次
調
査
の
報
告
』

藤
澤
良
祐　

二
〇
〇
八　
『
中
世
瀬
戸
窯
の
研
究
』
高
志
書
院

藤
澤
良
祐　

二
〇
一
〇　
「
西
国
出
土
の
瀬
戸
・
美
濃
陶
器
」『
山
陰
地
方
に
お
け
る
瀬
戸
・
美
濃
陶

器
』
第
九
回
山
陰
中
世
土
器
検
討
会
資
料
集

藤
澤
良
祐
ほ
か　

二
〇
〇
七　
『
愛
知
県
史　

別
編
窯
業
2　

中
世
・
近
世　

瀬
戸
系
』

松
原
信
之　

一
九
九
六　
『
越
前
朝
倉
一
族
』
新
人
物
往
来
社

松
原
信
之　

二
〇
〇
四　
「
朝
倉
孝
景
の
越
前
平
定
」『
福
井
県
史　

通
史
編
二　

中
世
』

松
原
隆
治　

一
九
八
六　
「
沓
掛
城
跡
出
土
の
「
天
文
十
七
」
年
（
一
五
四
八
）
銘
木
簡
と
伴
出
遺
物
」

『
貿
易
陶
磁
研
究
』
6

水
澤
幸
一　

二
〇
〇
四　
「
十
五
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉
の
貿
易
陶
磁
器
様
相
」『
貿
易
陶
磁
研
究
』

二
四
、
後
、
水
澤
二
〇
〇
九
b
所
収

水
澤
幸
一　

二
〇
〇
九
a　
「
十
五
世
紀
末
〜
十
六
世
紀
中
葉
の
陶
磁
器
様
相
―
貿
易
陶
磁
と
越
前
」

『
新
潟
県
の
考
古
学
Ⅱ
』
新
潟
県
考
古
学
会
、
後
水
澤
二
〇
〇
九
b
所
収

水
澤
幸
一　

二
〇
〇
九
b　
『
日
本
海
流
通
の
考
古
学
―
中
世
武
士
団
の
消
費
生
活
』
高
志
書
院

水
澤
幸
一
・
鶴
巻
康
志　

二
〇
〇
三　
「
至
徳
寺
遺
跡
」『
上
越
市
史
叢
書
8　

考
古
―
中
・
近
世
資
料
』

峰
岸
純
夫
・
萩
原
三
雄
編　

二
〇
〇
九　
『
戦
国
時
代
の
城
―
遺
跡
の
年
代
を
考
え
る
』
高
志
書
院

村
上　

勇　

一
九
八
七　
「
島
根
県
富
田
城
関
連
遺
跡
群
出
土
の
陶
磁
」『
貿
易
陶
磁
研
究
』
第
七
号

森　

達
也　

二
〇
〇
九　
「
十
五
世
紀
後
半
〜
十
七
世
紀
の
中
国
貿
易
陶
瓷
―
沈
船
と
窯
址
発
見
の

新
資
料
を
中
心
に
」『
関
西
近
世
考
古
学
研
究
』
十
七

簗
瀬
裕
一　

二
〇
〇
七　
「
真
里
谷
城
跡
出
土
遺
物
の
歴
史
的
位
置
―
天
文
六
年
「
新
地
」
の
城
と

の
関
係
を
中
心
に
―
」『
中
世
東
国
の
政
治
構
造　

中
世
東
国
論
上
』
岩
田
書
院

山
中
雄
志　

二
〇
〇
七　
「
新
宮
熊
野
神
社
と
新
宮
城
跡
」『
中
世
会
津
の
風
景
』
高
志
書
院

山
中
雄
志　

二
〇
一
〇　
「
会
津
新
宮
城
跡
と
出
土
陶
磁
器
」『
貿
易
陶
磁
研
究
』
第
三
十
号

吉
岡
康
暢　

二
〇
一
一　
「
第
Ⅱ
部
第
一
章　

十
四
〜
十
五
世
紀
中
国
陶
磁
の
組
成
と
編
年
」
吉
岡

康
暢
・
門
上
秀
叡
『
琉
球
出
土
陶
磁
社
会
史
研
究
』
真
陽
社

嵐
山
町
教
委　

二
〇
〇
五　
『
埼
玉
県
指
定
史
跡
杉
山
城
跡
第
一
・
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
町
埋
文

調
査
報
告
八

嵐
山
町
教
委　

二
〇
〇
八　
『
杉
山
城
跡
第
三
〜
五
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
町
埋
文
調
査
報
告
九

歴
史
資
料
館
展
示
・
史
跡
整
備
担
当
編　

二
〇
〇
五　
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
検
証　

比
企
の
城
」
討
論
」

『
研
究
紀
要
』
第
二
十
七
号
、
埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館

【
二
〇
一
二
年
四
月
提
出
】

（
胎
内
市
教
育
委
員
会
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）

（
二
〇
一
三
年
一
月
二
五
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
四
日
審
査
終
了
）



A Realistic Portrait Concerning the Daily Use of Trade Ceramics by  
Samurai Families in the Warring States Period with a Focus on the Mid- 
15th to Mid-16th Centuries

73

MIZUSAWA Kouichi

As an archaeological means to explore the different time periods of tower houses during the  

Warring States period, this study examined aspects of the archaeological finds of the mid-15th to mid-

16th centuries with a focus on dining tableware that had the shortest life cycle among trade ceramics,  

and clarified the composition for each archaeological site.

Firstly three sites dated to the end of the early 15th century were studied, and it was confirmed  

that the types of ware were very limited, followed by studies of the Suwama Kogyoji Temple site in  

Fukui Prefecture, which is a standard reference material of the 3rd quarter of the 15th century. Then, 

to indicate the transition of trade ceramics in the relevant period, 12 sites were examined, including 

Miyauchi Horiwaki in Hyogo Prefecture, Rinsenji Temple and Yamashina Honganji Temple in Kyoto 

Prefecture, Mariyatsu Castle in Chiba Prefecture, Shitokuji Temple in Niigata Prefecture, in addition  

to Michikajima Castle in Ehime Prefecture, and Ichijodani Asakura Clan Ruins in Fukui Prefecture,  

both of which were discussed in the previous paper. 

As a result, it was found during the 15th century, celadon porcelain accounts for an overwhelming 

percentage of finds. In the settlement period, from the first appearance of blue and white porcelain  

in the mid-15th century to the 1st quarter of the 16th century, some quality ware were owned by  

the highest political class, and the inflow levels of this type of porcelain ware did not reach those of  

the mainstream of trade ceramics, but it can be considered that its existence was generally known 

throughout Japanese society.

It was not until the mid-1500s that increasing quantities of blue and white porcelain were found 

widely spread throughout Japanese society, but white porcelain dishes account for a higher percentage 

of finds; this clarified that the period in which blue and white porcelain accounts for the majority of  

such archaeological finds was extended to after the 1570s. 

From the 16th century, the main type of ceramic ware overwhelmingly found, were white  

porcelain, and blue and white dishes; china bowls shifted from celadon to blue and white porcelain,  

but it can be considered that lacquered bowls were more commonly used. 

Moreover, high-grade articles other than tableware were also examined, and the result shows that 

many articles had not been owned or passed on for generations as claimed, and it is assumed that  
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ware produced in China was introduced directly. 

Key words: samurai family, trade ceramics, luxury items, Yamashina Honganji Temple, celadon  

porcelain, blue and white porcelain




